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ྗֶ Λ্نఆ͠ ͨྫͰ༧ࢉΛ֬อ͠ɺࡦࢪͷܧଓੑΛߴΊΔ
　大阪府のある市の政策アドバイザーを務めていた時、府内の自治体を対象に、人口増

加の要因について調べました。その結果、人口が増加した自治体はいずれも学力が高い

ことが分かりました。また、東京都の市と埼玉県を対象に、人口の増減率と文部科学省「全

国学力・学習状況調査」の結果との関連を分析すると、同調査の成績が高い自治体で

は人口が増加していました。

　学力が高いから人が集まるのか、人が集まるから学力が高まるのかは定かではありま

せん。ただ、様々な自治体の政策アドバイザーを務める中で、「乳幼児期の子育て支援

を手厚く行い、子育て世代の移住者を獲得しても、小学校入学段階で学力がより高い自

治体に流出してしまう」といった話をよく聞きます。そうしたことから、教育の中でも

学力向上は、シティプロモーションの有力なコンテンツの１つになると考えています。

　学力向上を訴求する上で着目したいのが条例です。学力向上を規定した条例は、関連

する施策の予算を獲得する法的根拠となり、首長が交代しても施策を継続する後ろ盾

となります。教育に関する条例は全国にありますが、学力向上を明記した条例は少なく、

私が調べた範囲では北海道釧路市や大阪府池田市にありました。

　池田市は、2016年度に「教育日本一」を掲げ、「豊かな心、確かな学力及び健やか

な身体を育み、世界に羽ばたく子どもを育てる教育日本一のまち池田条例」を制定し

ました。その中で、「豊かな心」と「確かな学力」を具体的に定義し、市長や教育委員会、

学校、保護者、地域の団体等の責務を明確にして、条例に基づいた多様な施策を実施

しています。全国的に人口減少が加速する中で、条例が施行された2016年以降、池田

市の人口は維持傾向にあります（下図）。条例を制定したことで実現した学力向上施策
が、多少なりとも人口維持に寄与しているのではないかと分析しています。

　元々教育に力を入れていた本市は、2016年度、当時の市長の下、「教育日本一」を明確に打

ち出し、その意思表示として条例を制定しました。以降、通常の教育予算に「教育日本一の予

算」として約5,000万円以上を毎年計上し、小・中学校への指導者派遣や幼稚園での特別支

援教育の補助、小学校英語専科教員の配置、デジタル黒板の配備など、その年度に必要な事業

を実施しています。条例は施策を立案するよりどころになっており、2024年に策定した「第２

次池田市教育振興基本計画」でも、条例に示した理念を踏まえて基本構想を練っていきました。

そうした充実した施策を通じて、市内外に「教育日本一」をアピールできていると捉えています。

牧瀬先生が教育×シティプロモーション
について解説した記事が、本誌 2023 年
度 Vol.2 に掲載されてい
ます。右記の２次元コード、
または下記 URL からアク
セスしてご覧ください。
https://view-next.benesse.jp/view_
section/bkn-board/article16035/

池田市の「教育日本一」を目指
す施策をウェブサイトでご紹介
しています。右記
の２次元コードか
らアクセスしてく
ださい。

日本都市センター研究室、地域開発研究
所研究部等を経て、2017年度から同大
学勤務。専門は自治体政策学、地域創生、
地域政策、行政学。全国各地のまちづくり
や政策形成にアドバイザーとしてかかわ
る。著書に、『牧瀬流まちづくり すぐに使
える成功への秘訣』（経済調査会）等多数。

ղઆऀ

年 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

人口
（人） 103,972 103,319 103,148 102,964 102,625 102,671 103,077 103,556 103,655 103,613 103,712

指数 100 99.4 99.2 99.0 98.7 98.7 99.1 99.6 99.7 99.7 99.7

対前年
増加率 -0.63% -0.17% -0.18% -0.33% 0.04% 0.40% 0.46% 0.10% -0.04% 0.10%

指数は、2010 年を基準（100）として示した。
※牧瀬教授が池田市の人口統計からまとめた資料を基に編集部で作成。

図 ాࢢͷਓޱਪҠ（条例の制定は 2016 年度）
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大阪府の北西部に位置する。市の北部は
五
さつ き

月山
やま

などの豊かな自然が広がる一方、
南部は交通の便のよさから住宅街として
発展。市内には大阪教育大学の附属学校
があり、府内でも文教地区として教育に
注力している。2004年３月に構造改革
特別区域計画の認定を受け、全国に先駆
けて市立小学校の全学年に、教科として
の英語活動を導入。2014 年度からは、
中学校区によって５つの学園に分け、各
学園内で小中一貫教育を推進している。

人口 約10万 2,640人　面積 22.14㎢
市立学校数 小学校９校、中学校４校、
義務教育学校１校
児童生徒数 小学生 4,966 人、中学生
2,492 人

ྫͰنఆ͠ ͯ͠؏ҭཧ೦ΛҰڭͨ өʹࡦࢪ
池田市教育委員会 教育政策課 課長 和

い ず み

泉綾子さん

ୈ２ճ ྗֶ Λ্نఆ͠ ͨྫ େࡕాࢢ

ΠϯλϏϡʔాࢢ

先進事例紹介牧瀬先生解説

池田市
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「教育委員会版バックナンバー」
のコーナーでは、

教育委員会版の
電子ブック、ＰＤＦを掲載中

˕本ࢽに加え、『7*&821』教育委員
会൛のバοΫφンバーも、ి子ϒοΫ
または̥̙ ̛で͝ཡいただけます。
「̞教育委員会൛バο
Ϋφンバー」のτοプϖー
ジには、ӈの２次元コー
ドからアΫセεできます。

「ウェブオリジナル記事」
コーナーでは

のマークのある記事の関連記事
や動画をご覧いただけます

˕関連記事や動画は、本ࢽの֘当
ϖージに記ࡌしているそれͧれのアΫ
セε方法で͝ཡください。
「̞ΣϒΦϦジφル記
事」のτοプϖージには、
ӈの２次元コードからア
Ϋセεできます。

ˎ本文中のプロϑィールは、すべてऔࡐ時のも
のです。また、ܟশུとさせていただきます。

ˎ本ࢽ記ࡌの記事、ࣸਅのແஅෳࣸ、ෳ及び
సࡌをېじます。
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教育長の視点〜その先にあるもの〜 ダイジェスト　

牧瀬先生解説 教育×シティプロモーション 先進事例紹介　

教員の指導意欲を高め、学力向上を実現する

Ξηεϝϯτσʔλͷ
རࢧ༺׆ԉ

3 有識者提言

	 	 データに基づく教育活動の質向上で、
	 	 社会に求められる学力の育成を
	 	 千葉大学 名誉教授 天笠 茂

6 事例の注目ポイント

	 	 アセスメントデータ利活用の支援策とは？
	 	 研修とフォーマットの工夫で教員の指導意欲を高める

7 事例1 長野県 飯田市教育委員会
	 	 データの分析手法を実践的に学ぶ機会を設け、
	 	 各学校の研究主任による授業改善を後押し
10 事例2 三重県 四日市市教育委員会
	 	 「読解力を育む『20の観点』」で育成方針を示し、
	 	 ワークシートやアセスメントで現場を支援
13 事例3 長野県 長野市教育委員会
	 	 教員のセルフチェックと英語の技能別アセスメントデータの
	 	 活用で、英語の授業を魅力アップ

神奈川県 鎌倉市	／	岐阜県 岐阜市	／	
	 	 	鹿児島県 鹿児島市

学力向上を規定した条例×大阪府池田市

21 Benesse Report データで教育を読む

子どもの成績向上に関連するものは何か

https://
view-next.benesse.jp/

VIEW next ONLINE 検索

にも教育情報が満載！

上記のいずれかの方法で、
トップページにアクセスした後、

「学校教育情報誌 『VIEW next』」の
メニューからプルダウンで、

２つのコーナーにアクセスできます

17 教委の新規事業実現までのストーリー　

大阪府 茨木市教育委員会
	 	 未来に必要な「非認知能力」を育むため、
	 	 幼・保・小・中で一貫した振り返りの環境を構築

表紙の学校

教育委員会൛

23 教育委員会版 2024 Vol.1 特集連動企画 オンライン座談会開催リポート

不登校児童生徒も安心して学べる場を創るには？
	 	 ─予算面も含めた取り組みの事例を基に考える─

新連載
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ˎ『7*&8�OFYU』教育委員会൛のಡ者モχターへのアンέーτ結果（アンέーτは、2024年̒ʙ̓月にΣϒで実施）を基に編集部で作成。

����݄̓、จ෦Պֶলʮશྗֶࠃɾֶशঢ়گௐࠪʯの݁Ռ͕ެද͞Εͨɻ
Γͯͨ͠͠ࢪमΛ࣮ݚһڭ、ҭҕһձで、Նからळにか͚ͯ、݁ՌΛ૯ׅͨ͠Γڭ֤ きͨ͜ͱͩΖ͏ɻ
アセスメンτσーλΛجにࣇಐੜెの࣮ଶΛѲ͠、ֶྗ্に͚ͨतۀվળ͕ਤらΕ͍ͯΔҰํで、

σーλΛेにੳでき 、ͣतۀվળにੜか͠Ε͍ͯͳかͬͨΓ、
ௐࠪのର֎のֶ͕͋Δ͜ͱから、શߍతͳվળΛਐΊに͘かͬͨΓͱ͍ͬͨ՝͕͋ΔΑ͏ͩɻ

、できΔΑ͏にすΔͨΊに༺׆͕アセスメンτσーλΛ༗ޮにརݱߍֶ、で߸ࠓ
ɻ͍ͯ͑͘ߟ、ΊらΕΔのかٻԉ͕ࢧҭҕһձにͲのΑ͏ͳڭ

ΊɺֶߴಋҙཉΛࢦһͷڭ ݱΛ্࣮ྗ Δ͢

Ξηεϝϯτσʔλͷ
རࢧ༺׆ԉ

ಛू

「શྗֶࠃɾֶ शঢ়گௐࠪ」ͷ݁ՌΛ౿·͑ɺ
ͲͷΑ͏ͳऔΓΈΛ͍ͯͬߦ·͔͢Q.

શࠃͷڭҭҕһձ
ͷճ

ௐࠪ結果から児童生徒の実ଶをѲし
て重課題をઃఆし、ݚमを
௨͡てतۀվળをਤっている

結果分ੳからֶに課題が͋
ると分かり、ֶՊڭһを対
にतۀվળのݚम
を実ࢪした

ಠࣗのֶ力ௐࠪを必要なֶ・ڭՊͰ実ࢪ。
Պ・分͝とڭҭҕһ会のΣϒαΠτにڭ
のϓϦϯτをΞοϓし、ֶ校がۤख
分のิڧなどに͑るΑ͏にした

ಡむ力͑る力の重要性を感͡、ॱংཱてたઆ明
݅に߹Θͤたهड़、จষのਪᏏなど、
めた࢝力のҭに力をೖれޠݴ

࣭ࢴௐࠪの結果Ͱࣗߠݾఆ感が
かったため、ඇ認力の
ҭをڧԽしている

ֶ校を͑た実ફྫࣄの
共༗と、̞ ̘̩ 用をଅਐ׆
し、तۀվળを支
援している
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学力向上をਤるためには、子ども
の࣮ଶやҬのχーズに応じたΧϦ
ΩϡϥϜ・Ϛωδϝントがܽかせませ
ん。各学校には、教育活動の成果や課
題をՄ視Խするσーλを用いて、ΧϦ
ΩϡラムɾϚωδメϯトの̥̙̘̖α
イクルをػ能させることがٻめられ
ます。そのࡍ、基本となるσーλはจ
෦科学লの「全ࠃ学力ɾ学शঢ়گ調ࠪ」
です。同調ࠪは小学６年生と中学̏年
生をରにࣩօで行Θれるため、調
ࠪ結果から各年のࣇಐ生徒の࣮ଶ
をѲできます。Ճえて、校内にੵΈ
上がった結果の経年มԽを分ੳすれ
、तۀվળにも立ͪます。自࣏体
にとっても、調ࠪ結果の過年ൺֱ
はࡦࢪのࡐ౼ݕྉになります。
　たͩこれまでは、調ࠪ結果がे分
活用されていないঢ়گが見られまし
た。ಓ͝ݝとのॱҐが目され
たり、全ࠃ平ۉを上ճるか൱かにॏ

点がஔかれたりする࣮ଶがあり、せっ
かくのlๅの山zを生かしれていな
いと感じています。
　ྫえ、学力のೋۃԽは、学校ɾ
学ڃ୯Ґでの平ۉਖ਼ͩけでは
Ѳできͣ、分ਤなどを基に、
学力͝とに分ੳすることでॳめて
明確になります。前ड़の௨り、１年
୯Ґではなく、過年の年分をൺ
ֱしてݪҼを୳ってこそ、ΧϦΩϡ
ラムɾϚωδメϯトやतۀվળに生
かすことができます。平ۉਖ਼を
Լճることがあったとしても、前年
の結果とൺֱすれ、վળしてい
る෦分があるかもしれません。また、
小学校と中学校のσーλを࿈ܞする
ことでも有用な知見がಘられます。
小学６年生から中学̏年生にかけて、
子ども一人ͻとりのどの෦分がよく
伸びたのか、あるいは伸びなかった
のかをすることで、ΧϦΩϡラ
ムの新たな課題などが見えてきます。
　ςストの点などのఆྔσーλͩ
けでなく、࣭ ࢴ調ࠪなどのఆੑσー

λとซせて分ੳすることで見えてく
ることもあります。子どもの学श意
ཉがどうมԽしているか、学ڃには
学びに向かうงғؾがৢ成できてい
るかといったมԽをಡΈऔり、定ྔ
σーλとซせて分ੳすることで、त
が見えることもےվળの新たなಓۀ
あるはͣです。そうしたྔ的、࣭的
な分ੳを௨してΧϦΩϡラムや教員
मの内༰を見したり、日ʑの指ݚ
ಋをվળしたりすることで、ΧϦΩϡ
ラムɾϚωδメϯトの̥̙̘ α̖イク
ルはػ能していきます。
　一ํで、各教育ҕ員会はಠ自に教
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͋まがさ・し͛る　ਆಸ県࡚市
立小学校教་を務めた後、ஜ大学
大学Ӄ教育学研究科ത࢜՝ఔ୯位औ
得ୀ学。ઍ༿大学ࢣߨ、助教授、教
授を経て現৬。専門は学校経Ӧ学、
ΧϦΩϡϥϜ・Ϛωジϝンτなど。
著書に、『৽教育՝ఔを創る学校経Ӧ
ઓུ�ΧϦΩϡϥϜ・Ϛωジϝンτの
理と実ફ』（͗ΐうせい）など。

σʔλʹͮ͘ج
Ͱɺ্ಈͷ࣭׆ҭڭ
ࣾձʹٻΊΒΕΔ
ֶྗͷҭΛ
ઍ༿େֶ ໊༪ڭत ఱּ ໜ
ΛਤΔ্ͨྗֶ Ίʹはɺ୯ܭݩըतۀҊΛݟ͠ɺվળΛ
ଓ͚Δඞཁ͕͋Δɻͦ のݤʹࡍʹͳΔの ɺ͕ࢠͲの࣮ଶΛՄ
ͯ͠༺׆ʹɻσʔλΛ͍͔ͩ༺׆Խ͢Δ֤छσʔλのࢹ तۀվ
ળの̥ ̙̘ α̖ΠΫϧΛػͤ͞ Δ͔ ɻΧϦΩϡϥϜɾϚωδϝϯτ
Λઐͱ͠ ɺจ෦Պֶলのதԝڭҭ৹ٞձͰֶशࢦಋཁྖの
վగ ʹ͔͔Θͬͨ ઍ༿େֶのఱּໜ໊༪ڭतʹΛฉ͍ͨɻ

༗ࣝऀఏݴ

ΧϦΩϡϥϜɾϚωδϝϯτʹ
֤छσʔλͷ׆༻ෆՄܽ
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育ࡦࢪをల։していますから、それ
らをূݕするためには「全ࠃ学力ɾ
学शঢ়گ調ࠪ」とはҟなるσーλも
ඞཁになるでしΐう。一定の༧ࢉを
ೖした結果、どういった成果がද
れたのかをѲすることができれ、
。につながります౼ݕのࡦࢪの教育࣍
ྫえ、「全ࠃ学力ɾ学शঢ়گ調ࠪ」
のର֎の学年や教科で学力調ࠪを
ɾ能࣭ࢿしたり、育成を目指すࢪ࣮
力をଌるࠪݕを行ったりすることで
ಘられるσーλがそれにあたります。
　学校ݱへのෛ୲には意しつつ、
各自࣏体ɾ学校が行う教育活動に߹
Θせたσーλをऩूすることで、Χ
ϦΩϡラムɾϚωδメϯトの࣭がߴ
まります。

　「全ࠃ学力ɾ学शঢ়گ調ࠪ」を始め
とした各छσーλは、結果の୯७ू
。けでも分かることはありますͩܭ
その上で、σーλを̥̙̘ α̖イクル
に生かすためには、σーλの分ੳや
౷ܭにؔするઐ的な知識ɾスΩル
もඞཁになります。σーλの分ੳな
どに長けた教員もいるかもしれませ
んが、それをすべての教員にٻめる
のはしいでしΐう。そこで、教育
ҕ員会の指ಋ主事によるࢧԉがٻめ
られるのです。
　これまで指ಋ主事の主なׂは、
各教科のઐՈとしてतۀづくりな
どをࢧԉすることでしたが、今後は
各学校のΧϦΩϡラムɾϚωδメϯ
トをࢧԉする「ΧϦΩϡϥϜ・コー
σィωーλー」としてのׂもॏཁ
になるでしΐう。つまり、σーλ分
ੳのઐ性を݉ねඋえ、σーλ活用
の໘からも各学校のΧϦΩϡラムɾ
Ϛωδメϯトをࢧԉするのです。学
校に指ಋɾॿ言をするには教育課ఔ

にかかΘる知見がෆՄܽです。指ಋ
主事自身が、֎෦のσーλ分ੳのઐ
Ոの力をआりつつも、ݚमなどを
௨じてσーλ分ੳの手๏を身につけ
ることが望ましいとߟえます。
　そうしたスΩルを持つ指ಋ主事を
ஔして各学校をԣஅ的にࢧԉして
いくことが課題であり、人ࡐのཆ成
やஔがٻめられます。今後、ΧϦ
ΩϡラムɾίーσΟωーλーを全ࠃ
的にげていくことが、学校経Ӧに
͓いてॏཁになるとߟえています。

　ΧϦΩϡラムɾϚωδメϯトの̥
̙̘ α̖イクルをճす上でৗに意識し
たいのが、จ෦科学লがࣔす「ΧϦ
ΩϡϥϜ・Ϛωδϝントの̏つのଆ
面」（ҎԼ、̏ つのଆ໘）です（図̍）。
　「全ࠃ学力ɾ学शঢ়گ調ࠪ」の学校
࣭調ࠪでは、̏つのଆ໘にؔする
࣭߲目が設けられています（図２）。
それらの結果を見ると、いͣれも「よ

CMYK  1132267_VIEW next 教育委員会版 Vol.2_ 

1

校

2

校

3

校 _安田<1�>　CMYK  1132267_VIEW next 教育委員会版 Vol.2_ 

1

校

2

校 _安田<13>　

σʔλੳͷ؍ Β͔
ԉ͕ඞཁࢧͷߍֶ֤

ΛͭۀΛਤΓͳ͕ΒतܞՊͰ࿈ڭɺෳの͠ܞһ͕࿈ڭ⁞ Δ͘� ʜʜʦڭՊԣஅʧ
ͯ͠ূݕʹҭのޮՌΛৗڭߍֶ  վળ Δ͢� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʦޮՌূݕʧ
ਓతɾతݯࢿͳͲΛ׆༻͠ɺΑΓΑֶ͍ڭߍҭΛ͢ࢦ� ʜʜʦϦιʔεͷ׆༻ʧ

˙Αくしている　˙Ͳͪらかͱい͑、している　˙͋まΓしていͳい
˙શくしていͳい　˙ͦのଞ、ແճ

⁞ʦڭՊԣஅʧ
指導計画の作成に当たっては、各教科等の教育内༰を૬ޓの関で捉え、学校の教育目ඪを踏まえた
ԣஅ的なࢹで、その目ඪのୡ成に必要な教育の内༰を৫的に配ྻしていますか

 ʦޮՌূݕʧ
児ಐ生ెの࢟や地域の現状等に関する調査や各छデータなどに基づき、教育՝ఔを編成し、実施し、
ධՁして改ળをਤる一連の1%$"αイΫルを確立していますか

ʦϦιʔεͷ׆༻ʧ
指導計画の作成にあたっては、教育内༰と教育活動に必要な人的・的資ݯ等を、地域等の外部の資
をؚめて活༻しながらޮ果的にみ߹わせていますかݯ

※文部科学省　国立教育政策研究所「ྩ̒年度　全国学力・学習状況調査ใࠂ書　児ಐ生ె一人一人の学力・学
習状況にԠじた学習指導の改ળ・充実に向けて　࣭調査」を基に編集部で作成。

2024年度

2022年度

খ学校 （ˋ）

0.0

38.8 58.4 2.7

28.0 66.7 5.1

0.1

0.0
0.1

2024年度

2022年度

த学校 （ˋ）

0.0

35.4 58.4 6.1

26.1 65.1 8.8

0.1

0.1
0.0

2024年度

202�年度

খ学校 （ˋ）

0.0

40.3 56.5 3.1

39.1 56.9 3.9

0.1

0.0
0.1

2024年度

202�年度

த学校 （ˋ）

0.0

40.1 55.9 3.9

35.1 59.4 5.4

0.1

0.1
0.1

2024年度

202�年度

খ学校 （ˋ）

0.0

48.0 49.2 2.7

43.1 52.3 4.5

0.1

0.0
0.1

2024年度

202�年度

த学校 （ˋ）

0.1

35.7 55.7 8.4

29.1 58.8 11.8

0.1

0.2
0.1

※文部科学省Σϒαイτ「ฏ成 29・�0・�1年改గ学習指導要ྖのझࢫ・内༰を分かりやすくհ」を基に編集部
で作成。

ΧϦΩϡϥϜɾϚωδϝϯτͷ̏ ͭͷଆ໘ਤ̍

ΧϦΩϡϥϜɾϚωδϝϯτͷ̏ ͭͷଆ໘ʹؔ͢ΔֶߍͷऔΓΈঢ়گਤ̎

「̏ ͭͷଆ໘ʯ͔ Β
ΧϦΩϡϥϜͷॆ࣮ΛਤΔ
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くしている」とճする学校が૿Ճ
傾向にあり、2�2�年は４ʙׂ̑
に上りました。ΧϦΩϡラムɾϚω
δメϯトにੵۃ的にऔり組Ή学校は
֦େしていると言えるでしΐう。「全
調ࠪ」の結果をクگ学力ɾ学शঢ়ࠃ
ϩス分ੳすれ、「̏つのଆ໘のこの
औり組Έに力をೖれた結果、ʓʓの
学力がߴまってきた」といった૬ؔ
。が見られるかもしれませんؔ
　̏つのଆ໘の中では、教科ԣஅのऔ
り組Έにしさを感じている学校が
ଟいようです。教科ԣஅは学श指ಋ
ཁྖでॏ視されているϙイϯトの１
つですが、औり組Έが進まないのは、
各教科のઐ性をਂめることが教科
ԣஅにつながるという視点が、教員
にෆしているからͩと感じています。
୯ݩを௨していかに学びをਂめる

かをߟえる中で、「ここでʓʓの教科
の˚˚の内༰とؔ࿈づけると、学び
がਂまるはͣͩ」といった視点を持
ͪ、自વなܗで教科ԣஅにつなげて
いくことがେ事ͩとߟえています。
　どこで教科ԣஅのऔり組Έができ
るかは、༷ʑな教科のतۀをडけて
いる子どものํがؾづきやすい߹
もあります。「この୯ݩの学श内༰が
他教科の学श内༰と結びつくと感じ

たことはありますか」といったΞϯ
έートを子どもにऔって結果をू
すると、教科ԣஅのώϯトがಘられ
るかもしれません。そうしたࣇಐ生
徒にରするΞϯέートをतۀվળに
結びつけることも、σーλ活用の１
つのํ๏であり、ΧϦΩϡラムɾϚ
ωδメϯトの࣮ફにつながります。

　各学校がΧϦΩϡラムɾϚωδメ
ϯトにऔり組Ή先には、学श者主体
の教育活動の࣮ݱがあります。子ど
ももক来自分でߟえてஅし、その
結果を自分でҾきडけて生きていか
なけれならない໘に出会うはͣ
です。ですから、そうした主体性
を一人ͻとりに育Ήことは、教育のい
ろはの「い」です。
　学श者主体の教育活動の࣮ݱに向
けては、教育ҕ員会には各学校のࡋ
ྔをେしてほしいと思います。一
に定められた教育活動にऔり組Ή
ͩけでは子どもの主体性はൃشされ
ないかもしれません。各学校は目の
前の子どもがԿをٻめているのか、
Ҭにはどういった課題やχーズが

あるのかを捉えた上で、教育活動を
つくり上げるඞཁがあります。
　一ํで、学校にすべてをせると、
औり組Έがなかなか進లしない߹
があります。教育ҕ員会は、学校が
主体的に̥̙̘ α̖イクルをճすため
の教員ݚमを࣮ࢪしたり、学校のঢ়
成できる࡞をөした教育課ఔをگ
。ԉをしたりしたいものですࢧ
　ࣾ会のมԽにい、「学校はඞཁな
のか」といった議論が一෦できى
こっています。しかし、人と人とが
かかΘり߹ってこそ、ଟ༷な࣭ࢿɾ
能力が伸びていくのであり、そうし
たとしての学校は、これからの時
にもඞཁෆՄܽͩとߟえます。
　それをࣔすσーλの一ྫが図̏で
す。Ոఉのࣾ会経ࡁ的എܠ（̨̚ ɿ̨
4PDJP�&DPOPNJD�4UBUVT）がݫしくて
も、学校で「主体的ɾର的でਂい学
び」にऔり組んͩ子どもはࢉɾ
学のਖ਼がߴい傾向が見られると
いう分ੳ結果が出ています。学校ͩ
からこそできる教育をॆ࣮させてい
くためにも、教育ҕ員会には、各学
校が主体的に教育活動をつくり上げ
られるようなࢧԉに力をいでいた
ͩきたいと思います。

※文部科学省「ྩ５年度　全国学力・学習状況調査の結果」を基に編集部で作成。

˕तۀͰɺࣗ ͷ͑ߟΛൃද͢ΔػձͰɺࣗ ͷ͏͕͑ߟ·͘ΘΔΑ͏ɺࢿྉจষɺͷΈཱͯͳͲΛͯ͠ ൃදͯ͠ ͍·͔ͨ͠

খ学校ࢉ数

ᶃൃදしていた　ᶄͲͪらかͱい͑、ൃදしていた　ᶅͲͪらかͱい͑、ൃදしていͳかͬた　ᶆൃදしていͳかͬた

家
に
あ
る
本
の
冊
数

0ʙ25

ฏۉਖ਼率（ˋ）

26ʙ100

Ҏ্101

ᶃ
ᶄ
ᶅ
ᶆ

61.2
56.9

51.5
47.6

த学校数学

ᶃ
ᶄ
ᶅ
ᶆ

52.9
48.5

40.6
35.1

ᶃ
ᶄ
ᶅ
ᶆ

70.6
65.5

60.1
57.1

ᶃ
ᶄ
ᶅ
ᶆ

60.6
55.4

47.4
42.3

ᶃ
ᶄ
ᶅ
ᶆ

75.4
69.8

64.0
60.6

ᶃ
ᶄ
ᶅ
ᶆ

65.2
59.6

51.2
45.7

例えば、中学校数学では、
Ոにある本が0ʙ25だが、「授
業でして発表していたか」
に「ᶃ発表していた」とճし
た生ెのฏۉਖ਼率は52.9%。
一方、Ոにある本が 101 以
上だが、「授業でして発表
していたか」に「ᶆ発表してい
なかった」とճした生ెのฏ
ਖ਼率はۉ 45.7%。

ʮՈʹ͋ΔຊͷʯʮतۀͰͯ͠ ൃදͯ͠ ͍͔ͨʯࢉɾֶのʮฏۉਖ਼ʯͷΫϩεूܭਤ̏

ͲͷओମੑΛ৳͢ʹࢠ
ෆՄ͕ܽྔࡋͷߍֶ
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　各学校が学力向上に向けてΞηス
メϯトσーλをར活用するために、
教育ҕ員会が࣮ફするとよいことを、
ઍ葉େ学のఱּໜ໊༪教तのఏ言を
基に図̍のようにまとめた。
ϖーδからհしている事ྫ１࣍　
ʙ̏の教育ҕ員会は、いͣれも⁞の
ಐ生徒がࣇ、にऔり組んで͓りݱ࣮

ˎ Ϥーロούݴ語ڞ通ࢀর（$PNNPO�&VSPQFBO�'SBNFXPSL�PG�3FGFSFODF�GPS�-BOHVBHFT）のུশ。語学シϥバεやΧϦΩϡϥϜの手Ҿきの作成、学習指導教ࡐの編集、外国
語ӡ༻力のධՁのために、ಁ明ੑが高く、แׅ的な基൫をఏڙするものとして、2001年にԤभධٞ会が発表。 （̖基ૅ段階のݴ語使༻者）、 （̗自立したݴ語使༻者）、 （̘ख़ୡ
したݴ語使༻者）͝とに２Ϩϕル、計̒Ϩϕルがઃ定されている。　

自ら学शվળができるよう、も࣮
ફしている。۩体的にはどのような

औり組Έなのか、目のϙイϯトを
図２に理した。

⁞アセスϝントσーλをར׆༻したΧϦΩϡϥϜ・Ϛωδϝントを、֤ 学校ができるΑ͏ࢧԉする

 目త・課にԠ͡たఆྔ・ఆੑσーλをऩूできるアセスϝントௐࠪを࣮施する

ϑΥーϚοトの̞̘ にΑͬて、学校がओମతに̥̙༺׆̩ ̘̖ サイクϧをճせるΑ͏にࢧԉする

子Ͳの࣮ଶにԠ͡たऔΓみができるΑ͏、学校のྔࡋをଚॏする

Ξηεϝϯτσʔλར׆༻ͷࢧԉࡦͱʁ
ΊΔߴಋҙཉΛࢦһͷڭͰमͱϑΥʔϚοτͷݚ
վળʹऔΓΈɺֶۀһҰਓͻͱΓ͕ओମతʹतڭɺߍֶ֤ ମはɺΞηεϝϯτσʔ࣏ͳͲのՌ͕දΕͭͭ͋Δ্ࣗྗ
λのར׆༻ΛͲのΑ͏ ͯͬߦʹ ͍Δの͔ɻ࣍ϖʔδ͔Βհ͢Δ̏ ͭのڭҭҕһձのऔΓΈΛཧͨ͠ɻ

ͷϙΠϯτྫࣄ

̍ྫࣄ ݝ൧ాڭࢢҭҕһձ
1.7ᴷ9

̎ྫࣄ ҭҕһձڭࢢࢢ࢛ݝॏࡾ
1.10ᴷ12

̏ྫࣄ ݝڭࢢҭҕһձ
1.13ᴷ15

େํ
データの分析手法を実ફ的に学Ϳػ
会をઃけ、研究ओによる各学校の
授業改ળを後ԡし

「ಡղ力を育Ή『20の؍』」で方
を示し、ϫーΫシーτやアセε
ϝンτで現を支援

教員のセルϑνΣοΫと英語のٕ
別アセεϝンτデータの活༻
で、英語の授業をັ力アοプ

課

「全国学力・学習状況調査」の実施学
年以外にも学力調査を導入していた
が、実施する学年や学力調査のछྨ
がҟなり、ई度がばらばらだった。

「全国学力・学習状況調査」で国語
の成績が長年の՝。特にଞ教科
の学力にもつながるઆ明的文ষの
ಡղ力は必ਢだと考えた。

̛̘̚ ̧ˎ� １̖Ϩϕル૬当以上を有
する中学３年生のׂ߹は、年々上
ঢしていたものの、全国のׂ߹を
下ճっていた。

加した
アセスϝント・ௐࠪͱ

ͦの目త
 のऔりみ

市立小・中学校でアセεϝンτを統
一。教員が同じई度を基に話し߹っ
て授業改ળにऔりめるようにし
た。子どもが自分の学力をѲし、
学習改ળに生かすことも目的。

定ݕ。定を加ݕ語力をଌるݴ
結果と「全国学力・学習状況調査」
の結果との૬関分析で、ݴ語力
が国語・数学・英語３教科の下支え
になっていることをಥきࢭめた。

英語4ٕݕ定を全市立中学校の
３年生に実施。ٕ別のεコアで
は、εピーΩンάはよい成績だっ
たが、ϥイティンάは生ెの約4
ׂが̌と、՝が明らかに。

教員の指ಋҙཉを
ԉࢧΊるߴ

研究ओ会では、全国のฏۉਖ਼率
にಧくための「あと１」をݟいだ
せるよう調査結果のݟ方をઆ明。研
究ओがそれͧれݟいだした「１」
をڞ有した。

教育委員会と現の教員が作成し
た「ಡղ力を育Ή『20の؍』」
のϫーΫシーτを全校に配。ݴ
語力が向上したかどうかを確認
できるようにしている。

事後研म会でΤϏデンεを基にϥ
イティンάの՝をઆ明し、ݴ語
活動のよい実ફをڞ有。指導ओ事
が学校を๚し、教員のみをௌ
くܕ支援も実施。

学校のओମੑを
Ҿきग़す

ϑΥーϚοトの
のऔりみ

各学校の研究ओの考えなどをΫϥ
ド上でڞ有。νϟοτで、各学校
の校内研मや授業改ળを進もؚめ
てڞ有し、学び߹うをઃける。

「ಡղ力を育Ή『20の؍』」で、
語力の育成方をఏ示。全教ݴ
科の教員がݴ語力の育成を意ࣝ
してऔりめるようにした。

目指す授業やධՁのあり方を24
߲目で示したセルϑνΣοΫシー
τを作成。各教員が自身の授業を
振りฦるػ会をઃけた。

Ռ

各学校の研究ओが自校でデータの
方をୡする校内研मを実施。各ݟ
教員が分析結果を基に、具体的な授
業改ળを実ફしている。

૬関分析の結果をえ、ݴ語力
の育成方法に関する研म会を実施。
それらを受け、小・中学校は教科ԣ
அ的にݴ語力の育成にऔりΉ。

̘̚ ̧̛ � １̖Ϩϕル૬当以上を有す
る中学３年生のׂ߹は５ׂをえ
た。ϥイティンάの授業改ળを進
め、３年後のׂ̒ୡ成を目指す。

※औࡐを基に編集部で作成。

̍ྫࣄ ʙ̏ ҭҕһձͷऔΓΈͷϙΠϯτਤ̎ڭ֤

ҭҕһձ͕࣮ફ͢ΔͱΑ͍ڭ ͱ͜ਤ̍
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　൧田市教育ҕ員会（ҎԼ、市教ҕ）
は2�21年、「ୈ̎࣍൧田市教育振
定し、学校教育にࡦը」をܭ基本ڵ
͓ける「̔つのアクションプロάϥ
Ϝ」の１つめに「学力อোɾ学力の
向上」をܝげた。۽

ㆎㆾㆋㆂ

୩
ㆎㆫ

ઍ
ㆡ

Ճ
ㆉ

教育長
は࣍のように説明する。
　「本市は、子どもが自分のئいや
いをൃして学びをつくる『Ϝトスの
学ͼ』ˎ̍を全市でਪ進しています。言
Θ୳ڀ的な学びですが、そのムト
スの学びと྆ྠを成す教科学力の向
上がॏཁͩとߟえ、तۀվળにऔり
組んでいます」
　同市は、จ෦科学ল「全ࠃ学力ɾ
学शঢ়گ調ࠪ」Ҏ֎に、ۀ者による
学力調ࠪを長らく࣮ࢪしていた。小学
６年生と中学̏年生Ҏ֎の学年でも、
教員のतۀվળや子どもの学शվળ
につなげるためͩ。たͩ、ର学年や
時期ɾճは各学校にせていࢪ࣮
たため、ྫえ、同じ学校でも࣮ࢪ
する学年と࣮ࢪしない学年があった
り、࣮ する学力調ࠪのछྨがҟなっࢪ

たりしていた。学力をѲするई
が一༷でないため、各校でฒΈが
そろΘない、経年มԽをえないな
ど、調ࠪ結果を౿まえたतۀվળを
組織的に行いにくいঢ়ͩگった。
　そこで市教ҕは、学力調ࠪの࣮ࢪ
ଶを見し、2�2�年から毎年４ܗ
݄、小学̎ʙ̑年生（ࠃ語ɾࢉ）、
中学１ɾ̎年生（ࠃ語ɾ学ɾӳ語）
をରにࣩօで「૯߹学力調ࠪ」ˎ２を
。することにしたࢪ࣮
　「一人ͻとりの子どものม༰を定期
的にѲし、教員はतۀվળに、子
どもは学शվળに生かすことこそが、
学力調ࠪの目的です。『全ࠃ学力ɾ学
शঢ়گ調ࠪ』とซせて૯߹学力調ࠪ
を࣮ࢪし、経年で小学̎年生ʙ中学
̏年生のݸʑの学शঢ়گを見えるԽ
するようにしました」（۽୩教育長）

全教員が調ࠪ結果を基にतۀվ
ળにऔり組めるよう、市教ҕは全校
のڀݚ主がࢀՃするڀݚओ会で
༷ʑなをしている。同会は毎年

６、̔ 、̎ ݄にΦϯライϯまたはूࢀ
で࣮ࢪする。学校教育課の木Լߞ一
教育指ಋઐ主ࠪはこう説明する。
　「自分の教員時の経験をߟえると、
先生ํは平ۉਖ਼などに目が行きが
ͪで、調ࠪ結果を۩体的なतۀվળに
མとしࠐめていないのではないかとい
う課題意識がありました。調ࠪ結果を
どう見औれतۀվળに生かせるのか
をڀݚ主が理ղし、それを校内ݚम
で࣮ફできるようにしようと、ڀݚ主
会の内༰を組Έ立てました」
　݄̔に࣮ࢪしたڀݚ主会では、「で
きるΑ͏にͳΓたいʠ͜の̍ʡ」か
ら۩体的なतۀվળやࢧԉをߟえる
ϫークシϣοϓを行った。同会では

ˎ１「Ϝτε」は、「ʙしようとする」という意ຯがある。൧田市は行動への意ཉや意思を表すݴ༿として使༻しており、地域活動では「Ϝτεの心」を߹ݴ༿にしている。学校教育でも、
子どもが「ʙしようとする」こと、つまり子どもがओ語となる授業の実ફを目指して「Ϝτεの学び」をΩーϫードとした。　ˎ２ ϕωοセがఏڙするアセεϝンτの１つで、「教
科学力」と「学習意ࣝ」をซせてѲできる調査。
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σʔλͷੳख๏Λ࣮ફతʹֶͿػձΛઃ ɺ͚
ԡ͠ޙվળΛۀओʹΑΔतڀݚͷߍֶ֤
ݝ൧ాڭࢢҭҕһձ
൧ాڭࢢҭҕһձはɺ֤ վળΛਐΊΒΕΔΑ͏ۀ৫తʹत͕ߍֶ ɺ202�年度͔ΒɺશཱࢢখɾதֶߍͰ౷Ұֶͨ͠
ྗௐࠪΛಋೖɻֶ֤ߍのڀݚओ͕ࢀՃ͢ΔڀݚओձͰはɺௐࠪ݁ՌのํݟΛֶͼɺࣗߍの՝Λ͍ͩ͢ݟϫʔΫ
γϣοϓΛ࣮ͯ͠ࢪ ͍Δɻௐࠪ݁ՌのԿʹ͢ΕΑ͍͔Λ͔ͭΜͩڀݚओはɺૣɺࣗߍのߍݚमͰͦのख๏
Λ࣮ફɻڭһͦΕͧΕ͕୲Ϋϥεのௐࠪ݁ՌΛੳͯ͠ ՝Λ͍ͩ͠ݟɺतۀվળʹऔΓΉಈ͖ʹͭͳ͕ͬͯ ͍Δɻ

「地育力による ະདྷをͻらく 心豊かな人づくり」を教育Ϗジョ
ンに掲げ、小中連ܞ・一貫教育やΩϟϦア教育、コϛϡχティ・
εΫールを学校教育の基൫として推進。統的にެຽؗ活動が
んで、学校教育とࣾ会教育との連ܞ・༥߹をਤっている。

人口 約９万5,000人　　面積 65�.66㎢
市立学校数 小学校19校、中学校９校
児童生徒数 小学校約 4,700人、中学校約 2,600人
教員数 約720人

ମ࣏ࣗ
֓ཁ

ҭڭ

୩ઍՃ۽
·͕͍͘ɾ͘ʹ ͔ͪ

長県ެ立中学校教員、校
長等を経て、2022年度から
現৬。

ԉࢧҭڭҭ՝ڭߍֶ
ಋઐओࠪࢦҭڭ

ԼߞҰ
͖のͨ͠ɾ͜͏ ͍ͪ

長県ެ立小・中学校教員
を経て、2022年度から現৬。

ʹվળۀͷ৫తͳतߍֶ֤
͚ ɺֶͯ ྗௐࠪΛ౷Ұ

ྫࣄ �

վળΛۀओձͰɺतڀݚ
೦಄ʹ݁Ռੳͷख๏Λఏࣔ
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まͣ、݄̔に返٫された「全ࠃ学力ɾ
学शঢ়گ調ࠪ」で、Սۭの結果を用
いたਤを࡞成しఏࣔした（図̍）。平
̖、ਖ਼を見るとۉ 中学校の値は
全ࠃの値より４ϙイϯトかったが、
ਖ਼の分άラϑを見ると、中ԝ
値は全ࠃが「̔」、̖中学校が「̓」
ͩった。つまり、あと１ਖ਼すれ、
全ࠃの値に近づけることが分かる。
「『平ۉਖ਼が˓ϙイϯトԼճっ
た』と言Θれても࣮感しにくいです
が、『あと１』と言Θれれ目ඪが
明確になります。そうࣔすことで、
先生ํがԿをվળすれよいかをߟ
えやすくしました」（木Լ主ࠪ）
「あと１」を見つけるํ๏として、
ਖ਼のଟいॱにࣇಐ生徒をฒべた
ᴷ̨̥දˎ̏の見ํを説明。ྫえ、設
͝とのਖ਼から、子どもができ
た設とできなかった設を確認す
るํ๏や、ਖ਼がଟい設でޡ
した子どもはέΞϨスϛスや෮࿅
शのෆなどがݪҼで間ҧえたՄ能
性がߴいことなどを伝えた。
　 ᴷ̨̥දの見ํを学んͩ上で、各学
校のڀݚ主は、小学校は̑年生の
語のࠃ語、中学校は̎年生のࠃ ᴷ̨̥
දと題子を見て、自校のࣇಐ生
徒ができるようにしたい１を選び、
それがղけるようにするためのतۀ
վળɾࢧԉをߟえて、クラυ上の
シートにೖ力した（図２）。
「ॏཁなのは、選んͩ１を今まで
どう教えていたのかを振り返ること
です。ྫ えࣈの1を課題視して、
そのݪҼがクラス全員で同じυϦル
に一੪にऔり組んͩ結果ͩと૯ׅし
たら、࣍はݸผ࠷దͳ学ͼをऔりೖ
れるということにもつながるでしΐ
う」（木Լ主ࠪ）

　ೖ力シートは、クラυ上で共同

ฤूができるπールを活用。同じπー
ルを、ڀݚ主会の振り返りシート
や、各学校が調ࠪ結果を基に自校の
課題を見いͩしतۀվળのऔり組Έ
をߟえてೖ力する「औΓみシート」
などにも活用し、１つのϑΝイルを
市内全校のڀݚ主が見られるよう
にした。そうすることで、ほかのݚ
রしたり、他校のࢀ主の分ੳをڀ
औり組Έをߟࢀにしたりと、ޓいに
学び߹うが自વにできあがった。
の学校をえたԣの࢜主同ڀݚ」　

つながりができ、ڀݚ主会Ҏ֎の
でも報ަをしたり、Έを૬
ஊしたりするようになってきていま
す」（木Լ主ࠪ）
主ରのνϟοトも2�2�年ڀݚ　
に։設した。当ॳは、ࢿྉの共有
やい߹Θせへのճなど、市教ҕ
からの報ൃ信が中৺ͩったが、࣍
ୈにڀݚ主からൃ信する࣮ફ報告
が૿えていった。「校内ݚमで調ࠪ結
果をこのように分ੳした」「分ੳを基
にこうしてतۀվળを進めている」
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ˎ３ 学校や学ڃ୯位でɼॎとԣがそれͧれ児ಐ生ె（4ɿ4UVEFOU）とઃ（1ɿ1SPCMFN）のਖ਼数の多いॱにฒべସえた表の中に、̨ۂઢと̥ۂઢを書き入れたもの。それを活
༻することで、ฏۉਖ਼率だけではѲできない、学校や学ڃ全体の՝の傾向や、ݸ々の児ಐ生ెが理ղしていないՄੑが高いઃをݟつけだすことができる。文部科学省の
Σϒαイτ（IUUQT���XXX.NFYU.HP.KQ�DPNQPOFOU�B@NFOV�FEVDBUJPO�NJDSP@EFUBJM�@@JDT'JMFT�BpFMEpMF�201��09�2��1409621@1.QEG）でৄしくઆ明されている。

各学校の研究ओがબんだʠこの１ʡは、׳༻۟のઃや段མ構成を考えるઃなど様々ڍがり、બん
だࢹもҟなっていた。それをΫϥド上で一ཡԽして研究ओؒでڞ有することで、自分にないࢹを学
び、多様な分析と授業改ળにつなげることを目指す。※൧田市教育委員会のఏڙ資料をൈਮして掲ࡌ。

「̇શࠃ学 ・ྗ学शঢ়گௐࠪ」݁Ռ֓ཁ　数学
生徒数 ฏۉਖ਼数 ฏۉਖ਼率（ˋ） தԝ ඪ४ภࠩ

̖த学校 101 7.2/15 49 7 3.9

（立ެ）ݝ̗ 20,000 7.5/15 51 7 3.9

શࠃ（ެ立） 900,000 7.6/15 53 8 4.0

˙ਖ਼数άϥϑ（ԣ࣠ɿਖ਼数　ॎ࣠ɿׂ߹）

学校
൪߸

研究ओ会で、調査結果を分析する手法をઆ明するために༻いたਖ਼数の分άϥϑ。このάϥϑを使っ
て、全国のฏۉਖ਼率を上ճった、下ճったというࢹのみで結果を捉えるのではなく、全国とのࠩは具体
的にどうすればຒめられるのかを考える方法を示した。 ※൧田市教育委員会のఏڙ資料を基に編集部で作成。

̖中学校
̗県
全国

̌ １ ２ ３ ４ ５ ̒ ̓ ̔ ９ 10 11 12 1� 14 15

10
（ˋ）

５

̌

できるΑ͏にͳΓたい
ʠ͜の̍ ʡ ͦの̍ をબんだཧ༝ ͦの̍ をできるΑ͏にする

たΊにߦいたい指ಋ・ࢧԉ

ˎ結果はՍۭのもの。

ओձͰࣔͨ͠ڀݚ ֶྗௐࠪͷਖ਼ͷάϥϑਤ̍

「Ͱ Δ͖Α͏ ʹͳΓͨ ͍l͜ͷ̍ z」ͷڀݚओձͷೖྗγʔτʢൈਮʣਤ̎

͋ͱ̍ ʂ

͋ͱ̍ ʂ

͋ͱ̍ ʂ

Ϋϥυ্ Ͱֶ֤ߍͷ࣮ફΛ
༗͠ڞ ɺڀݚओֶ͕ͼ߹͏
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など、各学校の࣮ફの過ఔがϦΞル
λイムで共有されている。
人のݸ、主会で行っているڀݚ」　
߹えや࣮ફを他者と共有して学びߟ
い、ݸ人の࣮ફに生かすํ๏は、子
ども同࢜の学びにも生かせます。共
同ฤूができるπールやνϟοトを
活用した学びの手๏そのものもतۀ
づくりに生かしていけるよう、先生
ํにݺびかけています」（木Լ主ࠪ）

人ݸಐ生徒のࣇ、主会ではڀݚ　
ථを子どもにすࡍ、子どもがݸ人

ථを見て振り返りをهೖしたり、教
員が子どもと໘ஊしたりすることを
者にも結果ͩޢめた。Ճえて、อٻ
けでなく子どもの振り返りを見ても
らうようप知してほしいと伝えた。
「子どもにとっても、結果を見て、
自分でؾづいたことや今後औり組Έ
たいことを、その子なりの言葉でよい
ので、ॻいたり語ったりして、学शվ
ળにつなげることはॏཁです。よさも
課題もؚめてきͪんと自分の結果と
向き߹い、目ඪに向けてԿをすれ
よいのかをߟえる経験を、学年か
らੵΈॏねていくことで、学श指ಋ
ཁྖで育成することがٻめられてい
る『自分の学शঢ়گをѲし、目ඪ

に向けて自己調し、೪りڧくऔり
組Ή力』が育まれていくとߟえてい
ます」（木Լ主ࠪ）
市教ҕでは、中学校区୯Ґでࡏݱ　
小中一؏教育をਪ進する学Ԃߏを
2�2�年のಋೖに向けてݕ౼してい
る。子ども一人ͻとりの学力を小ɾ
中９年間でܧଓしてѲすることは、
小中一؏教育の一าと捉えていると、
。୩教育長は語る۽
　「学力調ࠪで子どもの学力をѲし
てतۀվળɾ学शվળに結びつけて
いく学力向上と、ムトスの学びによ
る୳ڀ的な学びを྆ྠとして、これ
からもҬの未来をり

ㆲ㇉

く子ども
たͪを育てていきたいと思います」

Ͳͷڭһࣗ ࣄͱ͠ ͯ݁ՌΛੳ
　̔月の研究ओ会で、「できるように

なりたいʠこの１ʡ」に「文ষの後

部分が࢝まる段མをબͿ」をબん

だ研究ओのਗ
み Ϳ

生ޫߐ先生。その理༝

を「ଞ学年もઆ明文に関するઃのਖ਼

率が高くなく、આ明文のಡみ方は１

年生からੵみ上げていく分であるた

め、全学年で授業改ળをݕ౼できると

考えました」と語る。

　分析結果を授業改ળに生かせるとい

う実ײを持ったਗ生先生は、̔月下०、

研究ओ会を踏まえた校内研मを実施。

ਖ਼ղ数の中ԝに着目すると「あと１

」がॏ要であることと、具体的な１

をݟいだす̨ᴷ̥表のݟ方をઆ明。・

中・高学年͝とに୲がみ、「できる

ようになりたいʠこの１ʡ」をબび、

授業改ળについて話し߹った。

　「２学期の授業づくりでは、１をબ

Ϳࡍに考えたことを意ࣝしようと、校

内でڞ有しました。学力調査の実施学

年が２ʙ５年生となったため、どの教

員も当事者意ࣝを持って結果を分析し、

同じ学力調査を基にするので話し߹い

がしやすくなりました」（ਗ生先生）

、人ථのฦ٫時の子どもとの໘ஊもݸ　

୲にݺびかけて全校で実施。３学年

୲のਗ生先生は、子どもに事લに振

りฦりを書いてもらい（ࣸਅ）、それを
。ながら１人５分ఔずつ໘ஊをしたݟ

　「語文をؤுりたいと書いていた子

どもには、『２学期にも語文が出てく

るから意ࣝしてษڧするといいͶ』な

どと話しました。３年生でも多くの子

どもが、自分なりのݴ༿で結果を振り

ฦっていました」（ਗ生先生）　

Ͳௐࠪ݁ՌΛৼΓฦΓɺࢠ
ௐݾࣗ Δֶ͢ͼΛ͢ࢦ

࣮ફྫࣄ
༗͠ɺڞओձͰֶΜͩੳํ๏Λڀݚ
l͜ͷ̍ zΛબͿߍݚमΛ࣮ࢪ
൧ాཱࢢ

は·

Ҫ
͍ 

খֶߍ

औりみのৄࡉをΣϒ
αイτでհしています。
ӈ記の２次元コードから
アΫセεしてください。

ओڀݚ

ਗੜޫߐ
ΈͿɾΈͭ͑

３学年୲。

ཁ֓ߍֶ˙
児童数 96人　学ڃ数 ̔学ڃ　
教員数 21人

ࣸਅ　ࣸਅは、３年生のݸ人ථの振りฦりの
ཝ。子どもはਖ਼率がかった分にؙをつ
けてؾづいたことを書き、保護者はそれをಡ
み、ྭましのݴ༿をఴえた。

̏ੜͷݸਓථ

ͮ（き）ؾ いた ͱ͜
͜れからऔ（ͱ）
Γくみたい͜ͱを
ॻ（か）きましΐ͏
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日市市教育ҕ員会（ҎԼ、市教ҕ）࢛　
は、2�2�年９݄、ब学前から小学校、
中学校の期間に͓いて、目指すべき
子どもの姿とその࣮ݱに向けたऔり
組Έを６つのபに理した「৽教育
プロάϥϜ」（図̍）をࡦ定した。各
Ԃɾ各学校ஈ֊のऔり組Έを有ػ的
に結びつけ、そのܥ౷性をอ育者や
教員の間で共有することで、ब学前
から中学校までの学びの一体Խをਤ
り、小学校では2�2�年、中学校で

は2�21年に全໘࣮ࢪされた新学श
指ಋཁྖを各学校が着࣮に۩ݱԽで
きるようにすることがねらいͩった。
　新教育ϓϩάラムのபの１つめに
は、学校教育活動全体で言語能力の
育成をਤる「ಡΉ・す・͑るプ
ロάϥϜ」をܝげた。㜯Ḵ教育
長はそのഎܠを࣍のように語る。
　「『全ࠃ学力ɾ学शঢ়گ調ࠪ』に͓
ける本市のঢ়گは、ࢉɾ学は毎年
ൺֱ的よい成でしたが、ࠃ語は平
ۉ平ࠃਖ਼が小ɾ中学校とも全ۉ
をԼճる年がʑありました。そこ
で、学शの基൫となる言語能力の育
成を１つめのபにਾえました」
　各学校が言語能力の育成をਪ進で
きるようにするために۩体Խしたの
が、「ಡ解ྗを育Ήʰ20の؍ 」ɦ（Ҏ
Լ、2�の؍点。̥ɽ11図２）ͩ。そこ
では、「題໊や見出しとそのׂを理ղ
する」「論の進めํ、ච者の意ਤを
える」など、説明的จষのಡղにߟ
ඞཁな2�の؍点を設定して明จԽし、
ॏ点的に育成する学年をࣔした。指
ಋ課のॏ内༱司෭ࢀ事は、2�の؍点
のಛを࣍のように説明する。
　「教科ॻや生活の中でよく目にする

ղ説ॻなどはほとんどが説明的จষ
ですから、そのಡղにඞཁな؍点にಛ
Խしました。また、؍点をࣔすことで、
語Ҏ֎の教科でも言語能力の育成ࠃ
を意識したतۀづくりがしやすくな

ப１ ಡΉ・す・͑るプロάϥϜ

ப２
ཧతͳߟࢥで
ಓےくͬ きΓプロάϥϜ

ப３
ӳޠでコϛϡχέーション
日市ʂプロάϥϜ࢛/*

ப４
ӡಈେきʂ
・・U1プロάϥϜ

ப５
ເͱࢤʂ　Αͬかいͪ
ًくࣗ ͮくΓプロάϥϜ

ப̒
日市ͳらではの࢛
Ҭ׆ݯࢿ༻プロάϥϜ

。資料を基に編集部で作成ڙ日市市教育委員会のఏ࢛※

「ಡղྗΛҭΉ『��ͷ؍』」ͰҭํΛࣔ͠ɺ
ϫʔΫγʔτΞηεϝϯτͰݱΛࢧԉ
ҭҕһձڭࢢࢢ࢛ݝॏࡾ
จ෦Պֶলʮશྗֶࠃɾֶशঢ়گௐࠪʯの݁Ռ͔Βɺޠࠃʹ՝Λ๊͍͑ͯͨࡾॏ࢛ݝࢢࢢɻ2020年度ʹࡦ定ͨ͠
ʮ৽ڭҭϓϩάϥϜʯͰはɺ̍ ͭΊ ʮʹಡΉɾ ɾ͑͢ΔϓϩάϥϜʯΛ͛ܝɺޠݴྗのҭʹྗΛೖΕ͍ͯΔɻޠݴ
ྗΛମܥతʹҭΊΔΑ͏ ʮಡղྗΛҭΉh 20の؍ ʯɦΛઃ定͠ɺ֤؍ʹରԠͨ͠のϫʔΫγʔτ࡞ɻ֎෦ݕ
定ͰՌΛՄࢹԽ͢ΔͱͱʹɺڭՊֶྗͱޠݴྗͱのؔΛࣔ͠ɺޠݴྗҭのॏཁੑΛֶݱߍʹ͍͑ͯΔɻ

2020 年度からεターτした市の૯߹計画において、４つのকདྷ都
市૾の１つめに「子育て・教育҆心都市」を掲げ、子育て・教育施
策を展開。学校教育では、「ເとࢤを持ち、自らのະདྷをつくるよっ
かいちの子ども」の育成を目指し、「৽教育プロάϥϜ」を推進。

人口 約�0万 7,000人　　面積 206.52㎢
市立学校数 小学校�7校、中学校22校
児童生徒数 小学校約１万5,000人、中学校約7,400人
教員数 約1,400人

ମ࣏ࣗ
֓ཁ

ҭڭ

ɹḴ
ͻΖͤɾͨ ͘

࢛、ॏ県ެ立中学校校長ࡾ
日市市委員会指導՝長、教
育等を経て、2021年̔月
から現৬。

ಋ՝ࢦ ՝݉ࣄࢀ

 
͘͞ ͕Θɾ·͜ͱ

ॏ県ެ立小学校校長等をࡾ
経て、202�年度から現৬。

ಋୈ̍ࢦಋ՝ࢦ
෭݉ࣄࢀ՝ิ݉ࠤ

ॏ༱࢘
͛͠͏ͪɾΑ͏ ͡

ॏ県ެ立小学校教員等をࡾ
経て、2024年度から現৬。

ಋୈ̍ࢦಋ՝ࢦ ՝ओװ

੨ֆ
͓͖͋ɾͳ͓͑

ॏ県ެ立小学校教員を経ࡾ
て、2024年度から現৬。

ʮ新ڭҭϓϩάϥϜʯ̒ ͭͷபਤ̍

ྫࣄ �

આ໌తจষͷಡղͷ؍Λ
ཧͯ͠ ମܥԽ
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り、教科ԣஅに言語能力を育Ήこと
ができるとߟえました」
　2�21年からは毎年、小ɾ中学校
各１校を࣮ફਪ進校に指定。2�の؍
点を各教科のतۀでどのように活用
しているかを「तۀづくりώϯトˍ
ϙイϯト」にまとめて各学校に
し、共有している。
　2�21年には、2�の؍点にର応
した題のϫークシートも࡞成した。
̖４１ຕにつき̑ʙ1�分間でऔり
組める題ྔを、小学校中学年用は
1�ຕ、ߴ学年用は2�ຕ、中学校用は
��ຕを用意。ղとηοトにして
子にまとめ、ࣇಐ生徒にした。
　小学校用は、ࠃ語のतۀの最後や
ଳ学शでの活用を定して࡞成。2�
の؍点の定着をଌれるよう、題
は教科ॻのૉࡐจではなく、ࣇಐが
ॳ見と思Θれるものを用いた。中学
校用は、࣮ફਪ進校と協働で９教科
すべてのϫークシートを࡞成。指ಋ
課の੨木ֆ課主װはその意ٛを
。のように説明する࣍
　「ྫえ、อ݈体育科ではӭ͗ํの
Ξυόイスをཁする、Ոఉ科では
άラϑをಡΈऔって݈߁によい৯श
成しま࡞えるといった題をߟを׳
した。生徒の学श用としてͩけでな
く、ࠃ語科Ҏ֎の教員にとっても言
語能力の育成、言語活動のॆ࣮を意
識できたと思います」

　2�21年からは、指ಋվળに立
てるため、全市立中学校の̏年生を
ରに「-

㈬ ㈈ ㈫ ㇻ

JUFSBT論理言語力ݕ定」（Ҏ
Լ、-JUFSBT）ˎを年１ճ࣮ࢪしている。
　2�2�年は、σーλがੵされて
きたことからৄࡉな分ੳを行った。ま
ͣ、-JUFSBTのਖ਼ղと「全ࠃ学力ɾ学
शঢ়گ調ࠪ」のࠃ語ɾ学ɾӳ語のਖ਼

ղを分ੳすると、྆ 者にはややڧい
૬ؔがあり、言語能力とࠃ語ɾ学ɾ
ӳ語の教科学力がີにؔ࿈してい
ることが分かった（図̏）。さらに、
-JUFSBTのਖ਼ղと「全ࠃ学力ɾ学शঢ়
語ɾ学ɾӳ語のਖ਼ղࠃ調ࠪ」のگ

をࢄਤにしたところ、「-JUFSBTのਖ਼
ղはগなく、ࠃ語ɾ学ɾӳ語の
ਖ਼ղはଟい」生徒はほとんどいな
かったが、「-JUFSBTのਖ਼ղはଟく、
「語ɾ学ɾӳ語のਖ਼はগないࠃ
生徒は一定ଘࡏ（図4）。つまり、

ˎ ϕωοセコーϙϨーションがఏڙするݕ定の１つ。ࣾ会で活༂するために必要な力を「語ኮӡ༻力」「ใ理ղ力」「ࣾ会理ղ力」の３つのྖ域で育成・�ଌ定する。

学年 த学年 学年ߴ

̍年 ２年 ̏年 ̐年 ̑年 ̒年

1 ओ語とड़語の関を理ղする ˕ ˕ ˓ ˓ ˓ ˓

2 を理ղする通・૬ҧの関ڞ ˕ ˕ ˓ ˓ ˓ ˓

3 ໊やݟ出しとそのׂを理ղする ˓ ˕ ˓ ˓ ˓ ˓

4 文ষと資料（ࣸਅやイϥετ等）を߹わせてಡめる ˕ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

17 文ষ全体の構成を捉え、要ࢫをѲする（事実とײ想、
意ݟなどとの関）

˓ ˕ ˕

18 文ষと資料（ਤ表やάϥϑ等）の関やޮ果を理ղする ˓ ˓ ˕ ˕

19 の進め方等、ච者の意ਤを考える ˓ ˓ ˕ ˕

20 文ষのछྨや特を理ղする（հ、ఏ案、推ન、案内、
ղઆ等）

˓ ˕ ˕

˕がついている学年は、その؍をॏ的に育成する学年。そのଞの学年でも、実ଶに߹わせてܥ統的・
継続的に指導する。上記の表の΄かにਤもある。また、中学校༻もある。

。資料を基に編集部で作成ڙ日市市教育委員会のఏ࢛※

શࠃ学ྗ・学शঢ়گௐࠪ　ਖ਼解数

ޠࠃ 数学 ӳޠ

Literas
ਖ਼解数

-JUFSBT全体 0.64 0.63 0.58

語ኮӡ༻力 0.54 0.52 0.47

ใ理ղ力 0.59 0.60 0.56

ࣾ会理ղ力 0.54 0.54 0.49

0.7以上ɿڧい૬関
0.4以上ɿ中ఔ度の૬関
0.2以上0.4ະຬɿܰ度の૬関
0以下ɿෛの૬関

資料を基ڙ日市市教育委員会のఏ࢛※
に編集部で作成。

。資料を基に編集部で作成ڙ日市市教育委員会のఏ࢛※
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-JUFSBT のਖ਼ղ数は多く、
国語・数学・英語のਖ਼ղ数は少ない

ˠ一ఆ数ଘࡏする

ΦϨンジのഁ
ઢ（　　）は、
ਖ਼ղ数が
分の位置

খֶߍ༻ʮಡղྗΛҭΉh ��ͷ؍ ʯɦʢൈਮʣਤ̎

-JUFSBTͷਖ਼ղͱʮશྗֶࠃɾֶशঢ়گௐࠪʯͷޠࠃɺֶɺӳޠͷਖ਼ղͱͷ૬ؔਤ̏

-JUFSBTͷਖ਼ղͱʮશྗֶࠃɾֶशঢ়گௐࠪʯͷޠࠃɾֶɾӳޠͷਖ਼ղͷࢄਤਤ̐

-JUFSBT のਖ਼ղ数は少なく、
国語・数学・英語のਖ਼ղ数は多い

ˠ΄ͱんͲいͳい

ֶྗͱޠݴྗͷ૬ؔؔΛ
ΞηεϝϯτͰࣔ͢

ࠃ
ޠ
ɾ
数
ֶ
ɾ
ӳ
ޠ
ͷ
ਖ਼
ղ
数

-JUFSBTのਖ਼ղ数
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-JUFSBTでଌ定しているίΞの言語能
力は、教科学力をԼࢧえしている力
であることが分かった。指ಋ課の
ࢀ事は࣍のように説明する。
　「言語能力と教科学力には૬ؔがあ
るとਪଌしていましたが、今ճの分
ੳでそれがূ明されました。先生ํ
には、言語能力を育成することは教
科学力の向上につながるため、より
自信を持ってऔり組Έをਪ進してい
きましΐうと伝えています」

　新教育ϓϩάラムの࣮ࢪҎ߱、「全

語の平ࠃ調ࠪ」のگ学力ɾ学शঢ়ࠃ
をえることۉ平ࠃਖ਼は、全ۉ
がଟくなってきた。今後は࣮ફਪ進
校のऔり組Έを市内全校にめると
ともに、同ϓϩάラムの̎つめのப
「論理的な思ߟでಓےくっきりϓϩά
ラム」との྆ྠで言語能力ɾ論理的思
。えͩߟ力の育成に力をೖれていくߟ
学力ɾ学शࠃɾ学は『全ࢉ」
ঢ়گ調ࠪ』で小ɾ中学校ともൺֱ的
よい成を上げて͓り、ࢉɾ学
で育まれる論理的思ߟ力は本市のڧ
Έです。言語と思ߟはෆՄ分なؔ
にあるため、題ղܾ的な学शの中
で、ߟえるためのٕ๏（思ߟスΩル）
を意識したतۀづくりをਪ進し、

論理的思ߟ力と、言語能力との૬
ޮ果をਤっていきたいとߟえていま
す」（ࢀ事）
　また、子どもの成長のとなる
意ཉや向上৺などの「自分をߴめる
力」、やりൈく力や自੍৺などの「自
分と向き߹う力」、協調性やίϛϡχ
έーシϣϯ能力などの「他者とつな
がる力」など、非認知能力の育成に
もこれまでҎ上に力をೖれていく。
　「ब学前から中学校まで一体的に࣭
のߴい教育をఏڙすることで、子育
てੈの定ॅをଅし東ւ区のの
中市としてのଘࡏ感をࣔすとと
もに、持ଓՄ能な市づくりをࢧえ
ていきたいと思います」（㜯教育長）

͓ʹՊڭ֤ Δ͚ಡղྗΛఆٛ
　2021年度、市教委からಡղ力育成

の実ફ推進校の指定を受けた࢛日市市

立ߓ中学校は、「全教科でಡղ力を育Ή」

というڞ通認ࣝの下、औりみを進め

ている。研म୲当のٱ門あΏみ先生は、

次のようにઆ明する。

　「ಡղ力は、どの教科においても生ె

が学習内༰を理ղするために必要な資

࣭・力です。ࣾ会に出てからも事

や生活の様々な໘で求められること

から、国語科以外でもಡղ力を意ࣝし

た授業づくりをすることがॏ要だと、

教員ؒで意ࣝをڞ有しました」

　まず教員ؒで話し߹い、９教科それ

ͧれにおけるಡղ力とはԿかを20の

を踏まえて定義し、各教科はそれ؍

を踏まえた授業づくりを行っている。

また、９教科すべてで20の؍のい

ずれかに対ԠしたϫーΫシーτを作成。

それらは、市教委が各学校に配する

ϫーΫシーτの子にऩされた。

　΄かにも、生ెが自分の関心がある

ことをえ߹う「みなτーΫ」をि１

ճ実施したり、ேಡ書では月１ճ、教

員がಡみ聞かせを行い、多分の書੶

に৮れられるようにしたりするなど、

活動にをڽらしている（図̑）。
　それらの成果は「全国学力・学習状

況調査」や-JUFSBTの結果に表れている。

　「生ెには、しい文ষでも೪りڧく

ಡΉ࢟や、άループ活動で自分の考え

を分かりやすくえようとする࢟がݟ

られています」（ٱ門先生）　
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࣮ફྫࣄ
ղܾతͳֶशͷதͰɺh εΩϧʣɦߟࢥΔͨΊͷٕ๏ʢ͑ߟ
Λҙࣝͨ͠ तͮۀ Γ͘Λਪਐ
࣮ફਪਐߍ ߍதֶߓཱࢢࢢ࢛

औりみのৄࡉをΣϒ
αイτでհしています。
ӈ記の２次元コードから
アΫセεしてください。

म୲ݚ

͋ΏΈٱ
ͻ͔͞Ͳɾ͋ΏΈ

英語科。

ཁ֓ߍֶ˙
生徒数 1�0人　学ڃ数 ̔学ڃ　
教員数 29人

ಡղྗͷҭΛͨ͠ࢦ ಈ（ྫ）ਤ̑׆

ͲͷͷͱͳΔࢠ
ඇೝྗͷҭॏԽ

‒શ教Պで、「ಡ解ྗを育Ήʰ20の؍ 」ɦをҙࣝしたतͮۀくΓ（શ学年）
‒ࣗがؔ৺をͬ࣋ている͜ͱͳͲをすιーシϟϧスΩϧトϨーχンά「みͳトーク」
をि̍ճ࣮施（શ学年）
‒「みͳͱλイϜ」（ؼΓの会前の10ؒのଳ学श）で、「Literas」のϫークブοクにऔ
ΓΉ׆ಈをि̍ʙ２ճ࣮施（２年生）
௨৴ڃをࣗ༝にॻき、ཌ日の学「ͱ͜͏ࢥがࢲ、日ࠓ」Γの会で、̍日をৼΓฦͬてؼ‒
でͦの一෦をڞ༗（２年生）

。を基に編集部で作成ࡐ中学校へのऔߓ※
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　長市教育ҕ員会（ҎԼ、市教ҕ）
は、2�1�年に学力向上を目指して
定した「しͳのきプϥン29」の１ࡦ
つめのϓラϯに「άϩーόルな視
の育成」をܝげ、ࡍࠃ理ղ教育とと
もにӳ語教育のॆ࣮にめてきた。
2�1�年には̡̖̩ 1�人を小ɾ中学
校にஔ。2�1�年にࡦ定した「ୈ
しͳのきプϥン」でもӳ語教育ظ２
をॏ点ࡦࢪの１つとし、小学校ӳ語
の教科Խを見ਾえて小学校の̡̖̩ を
૿員するとともに、ӳ語ઐ科教員の
活用も進めた。中学校では、スϐー
νίϯςストやイϯάϦοシϡΩϟ
ϯϓなどを࣮ࢪし、生徒がӳ語をΞ

トϓοトするػ会を֦ॆした。
2�1�年Ҏ߱、同市の̛̘̚ ̧ １̖
Ϩϕル૬当Ҏ上を有する中学̏年生
のׂ߹は年ʑ上ঢしていったが、全
のׂ߹にはなかなかಧかなかったࠃ
（図̍）。そこで市教ҕは、तۀվળの
さらなるਪ進がඞཁͩとߟえ、ӳ語
４ٕ能ݕ定のಋೖをݕ౼した。学校
教育課の小ઘ一

ㆉ㆚

ً
ㆌ

指ಋ主事は、࣍の
ように語る。
　「子ども一人ͻとりのӳ語力を的確
にѲしてこそ、ޮ果的なतۀվળ
がਤれます。まͣはݕ定活用の࣮を
ੵもうと、2�1�年から中学校̎校
の̏年生をରに、ӳ語４ٕ能ݕ定
を先行ಋೖしました。学श指ಋཁྖ
に४ڌしたݕ定であれ、ಛผなର
վળۀ定結果をतݕをしなくてもࡦ

に生かせるとߟえ、『̜̩̘̚ 』ˎ２を࠾
用しました」
　先行ಋೖ校の１つ、長市立長
中学校は、スίΞがかったスΩル
の言語活動をतۀのଳ活動として全
学年でॏ点的に࣮ࢪ。また、ޡ分ੳ
で１年生の学श内༰が定着していな
いことが明らかになったため、１年
生の指ಋܭըを見した。そうして
学校全体でतۀվળにऔり組んͩと
ころ、スίΞは年ʑ上ঢしていった。
　先行ಋೖ校の࣮を౿まえ、市教
ҕでは2�21年、小学１年生ʙ中学
̏年生の各ൃୡஈ֊に応じた目ඪと
۩体的なऔり組Έをࣔした「ӳޠ教
育Ϗδョン」に͓いて、2�2�年か

ˎ１ Ϥーロούݴ語ڞ通ࢀর（$PNNPO�&VSPQFBO�'SBNFXPSL�PG�3FGFSFODF�GPS�-BOHVBHFT）のུশ。語学シϥバεやΧϦΩϡϥϜの手Ҿきの作成、学習指導教ࡐの編集、外
国語ӡ༻力のධՁのために、ಁ明ੑが高く、แׅ的な基൫をఏڙするものとして、2001年にԤभධٞ会が発表。 （̖基ૅ段階のݴ語使༻者）、 （̗自立したݴ語使༻者）、 （̘ख़
ୡしたݴ語使༻者）͝とに２Ϩϕル、計̒Ϩϕルがઃ定されている。　ˎ２ ϕωοセがఏڙする、εコアܕ英語４ٕݕ定。　

注１）全国のは、「ྩ
５年度　英語教育実
施状況調査」による。
注２）長市の 2019
年度は、調査方法がҟ
なるためࢀ考。
注３）2020 年度は調
査がなかった。
※長市教育委員会の
ఏڙ資料を基に編集部
で作成。2016 2017 201� 2019 2021 2022 202� 2024
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（年度）
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ͷٕผΞηεϝϯτޠһͷηϧϑνΣοΫͱӳڭ
σʔλͷ׆༻ͰɺӳޠͷतۀΛັྗΞοϓ
ݝڭࢢҭҕһձ
ڭࢢҭҕһձはɺ2016年度͔Βখɾதֶߍʹ̡̖ Λ̩खް͘ ஔ͢ΔͳͲɺӳٕ�ޠのҭΛͯ͠ࢦ ӳڭޠҭʹ
ྗΛೖΕ͖ͯͨɻऔΓΈの݁Ռɺ$&'3ˎ̍�"1Ϩϕϧ૬Ҏ্Λ༗͢Δதֶ̏年ੜのׂ߹͕年ʑ্ঢɻͦのಈ Λ͖Ճ͞
ͤΔͨΊɺӳٕ̐ޠݕ定Λಋೖ͠ ɺσʔλʹ͍ͨͮجतۀのັྗΞοϓΛਤͬͯ ͍Δɻ·ͨɺݕ定のείΞͱ֤ڭһʹΑ
ΔतۀのηϧϑνΣοΫ݁ՌΛর߹ͨ͠ ͜ͱͰɺॻ͘׆ಈの՝͕ු͖ூΓʹͳΓɺશࢢͰのतۀվળのํ͕ੑ定·ͬ ͨɻ

「明日を
ͻら

くਂく豊かな人ؒੑの実現」を教育の基本理念に掲げ、
教育施策を推進。2024年度には、子どもたちの「自学自習の資 ・࣭
力」を৳ுする支援にॏを置いた、学校教育の実施計画「し
なのきプϥンᶘ」を策定した。

人口 約�6万 �,000人　　面積 ��4.�1㎢
市立学校数 小学校5�校、中学校2�校
児童生徒数 小学校約１万 7,000人、中学校約 �,600人
教員数 約 2,100人

ମ࣏ࣗ
֓ཁ

ҭ՝ڭߍֶ
୲ޠࠃ֎ಈɾ׆ޠࠃ֎
ࣄಋओࢦ

খઘҰً
͍ͣ͜Έɾ͔͖ͣ

長県ެ立中学校教員を経
て、2021年度から現৬。

ҭ՝ڭߍֶ
୲ޠࠃ֎ಈɾ׆ޠࠃ֎
ࣄಋओࢦ

ຏࢁؙ
·Δ·ɾͨ ·͘

長県ެ立中学校教員を経
て、202�年度から現৬。

ӳٕ̐ޠͷҭΛ͢ࢦ
तۀվળʹɺݕఆΛ׆༻

ྫࣄ �

̘̚ ̧̛ �̖̍ Ϩϕϧ૬Ҏ্Λ༗͢Δதֶ̏ੜͷׂ߹ͷਪҠਤ̍
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ら全市立中学校の̏年生����人を
ରに、ӳ語４ٕ能ݕ定を࣮ࢪする
。んͩࠐをりࡦࢪ
　「すべての中学校で、生徒が目をً
かせて言語活動にऔり組Ή、ັ力的
なतۀを࣮ફしてほしいという思い
がありました。そうしたतۀを一人
ͻとりの教員が行うためには、全校
でのӳ語４ٕ能ݕ定の࣮ࢪがඞਢͩ
とߟえました」（小ઘ指ಋ主事）

　तۀվળには、ӳ語４ٕ能ݕ定の
結果とともに、市が࡞成した「セϧ
ϑνェοクシート」（図２）も活用し
ている。同シートは、「教員がतۀの
��ˋఔҎ上をӳ語で行っている」
「言語活動を行うࡍに、໘ɾঢ়گɾ
૬手の定がඞͣある」など、使え

るӳ語力を生徒が身につけるために、
目指したいतۀɾධ価のありํを2�
߲目でࣔしたものͩ。各߲目の౸ୡ
を４ஈ֊で教員が自己ධ価するこ
とで、自分のतۀを見すきっかけ
としてもらうためにಋೖした。
　市教ҕは、ηルϑνΣοクシート
の結果をӳ語４ٕ能ݕ定のスίΞと
র߹してतۀվળのํ向性を見いͩ
し、全校と共有している。ྫ え2�2�
年は、スϐーΩϯάのスίΞが全
値を上ճり、小学校に̡̖̩ߟࢀࠃ を
手ްくஔし、す活動に力をೖれ
てきた成果がදれていたが、ライςΟ
ϯάのスίΞは全ߟࢀࠃ値をେ෯に

Լճっていた（図̏）。ؙ山ຏ指ಋ
主事は、その結果を࣍のように分ੳ
したと説明する。
　「ライςΟϯάのスίΞをৄしく見
ると、４ׂの生徒が̌点で、その
େがແճでした。そこで、各中
学校のӳ語科教員のද者がఏ出し
たηルϑνΣοクシートのूܭを見
ると、言語活動のॻくྖҬの４߲目
すべてでҎ上の教員が『あまり
行っていない』『全く行っていない』
と自己ධ価をしていました（図２
）。ライςΟϯάのスίΞのさは、
ॻく活動のগなさにݪҼがあること
がཪづけられたのです」
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߲目 ྖҬ ࢹ " # $ % & ' ( ) * + , L . ̣ ܭ
ӳޠ༻
ׂ߹

教員が授業の75ˋఔ度以上を英語で行っている 1 � 2 2 2 � 2 1 � 2 2 � 2 � 9

生ెが授業の60ˋ以上の時ؒ、英語で考えたり、英語を表出したりしている 1 � 2 2 2 � 2 1 4 2 � 4 2 4 �

तۀ
Ϛωδϝント

生ెがݴ語活動をָしんでいる � � � � 4 � 4 4 4 � 4 4 � 4 0

１つのݴ語活動が、活動のઆ明や練習をؚめて15分ఔ度にઃ定されている 4 4 � � � � � 4 4 � � � � 4 0

１つのݴ語活動に対して、生ెの活動時ؒが10分以上確保されている 4 4 � � � � � 4 � � 4 4 � 4 0

のѻいޠݴ
に、໘・状況・૬手の想定が必ずあるࡍ語活動を行うݴ 4 2 � � � � � 4 4 � 4 � 2 � 1

に、生ెがターήοτセンテンεをؚΉ英文をஅして使う流れがあるࡍ語活動を行うݴ 4 � � � � � 4 � 4 � � 4 � � 0

ޠݴ
ಈ׆

ฉく
日常的な話について、話し手の意向を聞きऔる活動 � 2 2 � � 2 4 2 4 2 � 4 � 4 5

まとまったྔの英文を聞いて、必要なใを聞きऔる活動 � � 2 � � 2 � � � � � 4 � 4 2

す

ଈ興で話す活動（νϟοτ、εモールτーΫなど）　※授業಄でのଳ活動などをؚΉ 1 � � 2 2 2 4 2 4 � 2 4 � 2 7

૬手の話したことについて、࣭をしたり、自分の考え（ײ想）をड़べたりする活動 2 2 � 2 � 2 4 1 4 � � � � � 5

やりऔりを継続する活動　※ෳ数ターンで思いやϝοセージのやりऔりをする 4 � � 2 2 2 4 2 4 � � 2 2 � 6

まとまった内༰を英語で発表する活動　※εピーνやプϨθンテーションなど � � � � 2 2 � 1 � 2 2 2 2 2 �

ಡΉ

ॳݟ文を推ଌしてಡみ続ける活動 � � 2 � 2 1 2 � 4 2 � 4 2 4 6

英文の内༰と与えられた表などのใを結びつけて考える活動 1 2 2 2 � 2 2 2 � � � � 2 � �

まとまりのあるॳݟ文をಡんで、必要な内༰をಡみऔる活動　ˑ 1 � 2 � � 2 � � 2 � � 2 2 4 6

まとまりのある英文をಡんで、֓要や要をѲする活動　ˑ 1 2 2 � � 2 2 2 2 � � 2 2 4 9

ॻく

目的、໘、状況にԠじて、ଈ興的に自分の考えを書く活動 � 2 � 2 � 2 1 2 4 � 2 1 1 2 9

自分たちでΤϥーをす活動　　※自分の英文を推Ꮟする活動をؚΉ 1 � 2 2 � 1 � 1 � 2 2 � 1 � �

あるテーϚについて、自分の考えを理し、まとまりある英文を書く 1 � � � � 2 2 1 4 2 2 � 2 � 7

ಡんだり聞いたりした内༰について、その内༰を英語でまとめて書く活動 1 2 2 2 � 1 � 1 4 � � � 2 2 �

ධՁ

$BO�%PϦετでΰールが生ెとڞ有されている 4 � � � 2 2 4 � � � � 4 2 2 4

生ెが自らの学びを振りฦり、ੵしている（ϑィードバοΫ） 4 � 4 4 2 2 4 1 4 2 4 � � 2 5

学期に１ճఔ度以上、ύϑΥーϚンεධՁを行っている
（授業内での"-5へのインタϏϡー、εピーν、Τοセイ、やりऔりなどをؚΉ） 4 4 4 4 � � 4 4 4 � � 4 4 4 0

注）ˑʹまとまりのある英文とは、おおΉͶ150 ʙ200 語ఔ度以上の英文を指す。教科書では３ʙ４ϖージを通してಡΉイϝージ。

自
己
評
価
で
「
２
」「
１
」
を
つ
け
た
合
計
。

数
値
が
高
い
項
目（
地
色
が
黄
）は
、
授
業
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

※長市教育委員会のఏڙ資料を基に編集部で作成。

各中学校の英語科教員の代表者が自ݾධՁしてఏ出したシーτを一ཡ表にしたもの。

（　）内は、全国ࢀ
考を100 とした
時の長市の。

※長市教育委員
会のఏڙ資料を基
に編集部で作成。

ܭ߹ ReadinH ListeninH 8ritinH 4peakinH

長市 446.�
（96.9）

96.�
（96.�）

105.4
（99.4）

1�9.�
（�9.�）

99.5
（102.5）

શߟࢀࠃ 461.0 100.0 106.0 156.0 97.0
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είΞͱηϧϑνΣοΫͷੳͰ
ॻ͘ ಈͷ՝͕ු׆ ூ͖Γʹ

ʮηϧϑνΣοΫγʔτʯͷ߲ͱɺڭһͷࣗݾධՁͷू݁ܭՌʢൈਮʣਤ̎

तۀʢ׆ޠݴಈʣΛັྗత ʂʹ ʙӳٕ̐ޠݕ定Λ࣠ʹͨ͠ तۀ（׆ޠݴಈ）のࢹʙ

̖ʙ̣ɿ֤தֶߍのදڭһのࣗݾධՁ
４ʹよくあてはまる（よく行っている）
３́ まああてはまる（時々行っている）
２́ あまりあてはまらない（あまり行っていない）
１́ 全くあてはまらない（全く行っていない）

����ɹࢢͷӳٕ̐ޠݕఆͷείΞਤ̏
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　ແճがଟかったཁҼについては、
ଟくの学校が定期ࠪߟなどの࠾点で
スϖルやจ๏の間ҧいをݮ点するํ
ࣜにしているため、生徒が間ҧいを
れてॻくことを最ॳからఘめてしڪ
まっているのではないかと分ੳした。
　市教ҕは、各中学校のӳ語科教員
のද者がࢀՃする事後ݚम会で、
ライςΟϯάの分ੳ結果を説明。ライ
ςΟϯάのスίΞがߴかった中学校
では、自分が伝えたいことを１จでॻ
けない時は、̎ จ、̏ จといจに分
けてॻくよう伝えたり、自分が知って
いる୯語で෦分的にでもॻかせたり
するなど、ਖ਼確さにこͩΘり過͗ない
指ಋをしていることなどをհした。
　さらに、「ςストでਖ਼確さかりを
めていないか」と、教員にいかٻ
けた。そして、ライςΟϯάの࠾点
をݮ点ํࣜではなく、ӳจの内༰や
成、୯語ྔ、ਖ਼確さといったධ価ߏ
४を設け、内༰໘をՃ点ධ価するن
ようにして、生徒のॻく意ཉをߴめ
ていこうとఏҊした。

　事後ݚम会では、各学校が全ࢀࠃ
値とൺֱしながら自校の結果を分ߟ
ੳし、ුきூりになった課題と今後
のतۀվળについてし߹う、গ人
のάルーϓϫークも設けている。
　「先生ํは、『तۀでは自分がして
かりいる。生徒がすػ会を設け
たい』『生徒が自分のߟえや思いをද
、できるςストにมえたい』などとݱ
自身の課題とվળࡦを語り߹ってい
ました。また、自身が࣮ફしている言
語活動や̞̘ ̩の活用๏も共有してい
ました。教員間の学び߹いが自વに
生まれ、ޓいにܹをडけている༷
子がҹ的でした」（ؙ山指ಋ主事）
　共有された言語活動の中には、Χー

υ༡びを௨じてԻと
จࣈを結びつけて捉
える࿅शを行うもの
があった。ྫえ、
l̘̖̥zとl̘̪̥z、
l̗̖̜zとl̗̪̜z
など、̖と̪は日本
語では同じ「あ」ͩ
が、ӳ語ではൃԻが
ҟなる。そこで、̖
と̪をௌき分けてจ
と結びつけられるࣈ
よう、̖と̪のԻが
ؚまれる୯語のΧー
υをฒべ、̡̖̩が
ൃԻした୯語のΧー
υをऔる活動がհ
された。
　市教ҕでは、ݚम
会で全校一੪に課題
や࣮ફを共有し、目
ඪに向けたतۀվળ
に立ててもらう一
ํで、各学校のر望に応じて指ಋ主
事が学校を๚し、教員ݸ人の૬ஊ
などに応じる「しͳのきݣ」も行っ
ている。
　「先生ํそれͧれにΈはҟなりま
すから、先生ํとのରをେにし
ています。Կにんでいるのか、そ
のཁҼはԿか、どうղܾしようとߟ
えているのかなどを、各先生にし
てもらいます。すうͪにߟえが
理されたり、内にある思いがࡏݦԽ
したりして、自身でؾづくことがた
くさんあります。教員自身でղܾࡦ
を見つけ、自的にतۀվળを進め
られるようなࢧܕԉを৺がけて
います」（ؙ山指ಋ主事）
　しなのきݣは、すべての教科に
ର応して͓り、教科ԣஅܕतۀや୳
学श、学शධ価のํ๏、ςストのڀ
りํなど、教員の༷ʑな૬ஊに応࡞
えているという。

　2�2�年は、̘ ̛̚ ̧ １̖Ϩϕル૬
当Ҏ上を有する中学̏年生のׂ߹は
���2ˋにୡした。2�2�年には、それ
までの成果と課題を౿まえてӳ語教
育Ϗδϣϯをվగ（図̐）。一࿈のऔり
組Έを௨じてतۀをよりັ力的なも
のにし、ࠃが「ୈ４期教育振ڵ基本ܭ
ը」でࣔした「中学校ଔۀஈ֊で̘̚ ̛
̧� １̖Ϩϕル૬当Ҏ上 ６ׂҎ上」は、
2�2�年でのୡ成を目指している。
　「今後の目ඪは、各学校が自して
तۀվળにऔり組Ήことであり、そ
れと同じように、生徒も自的な学
श者になってほしいとߟえています。
生徒の主体的な学शվળを各学校が
मや先生ํݚԉできるよう、教員ࢧ
へのݺびかけをしていきます」
（小ઘ指ಋ主事）
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※長市教育委員会のఏڙ資料をそのまま掲ࡌ。

ͷ՝ɺޙࠓ
ੜెͷֶशվળͷࢧԉ

ɻݣΛࣄಋओࢦʹߍֶ֤
ʑͷΈʹݸһڭ

����վగʮӳڭޠҭϏδϣϯʯਤ̐

教育委員会版 2024 Vol.215



ܗࣅ૬ࣄͲͨͪͷ学ͼͱ教育ऀͷࢠ
ʙେਓࢠͲࣗΒ学ͼɺಈ͖ग़͢จԽΛ͔͍ࠜͮͤͨʙ

「学習者中心の教育活動の推進」にॏを置くח市。「Ր」をΩーϫードに、

子どもが自らのϫΫϫΫを೩やして、ओ体的に学びをつかみऔっていく教育を

目指す。その実現に向けて、教員研मを、教員同࢜の対話を通じて各学校にࢄ

らばる実ફやアイデアをڞ有するとした。さらに、それͧれの学校のνϟϨ

ンジをҾき出す「プロデϡーε会ٞ」をεターτ。高ڮ教育長は、「教育委員会

のׂは、教員の学びやνϟϨンジを後ԡしすること」と語る。

学ͼʹ͏͔ʹʮ͑ߟΔྗʯ͕ ·ͣඞཁ
ʙͦͷͨΊͷͨ͘͞ ΜͷػձΛ༻ҙ͍ͨ͠ʙ

「มԽのܹしい時代において、どの分に進んでも学び続ける力が必要。その

として、『考える力』をॏࢹしている」と語るݪ೭園教育長。ถ国εタンϑΥー

ド大学のࢣߨによるΦンϥイン授業や、ԭೄ科学ٕज़大学Ӄ大学の研究者らと

英語で語り߹うプロάϥϜなど、体ݧをう୳究学習の充実に力を入れている。

小・中学生がからి子ਤ書ؗにアΫセεできるڥも備し、市域が広い

同市のどこに住んでいてもಡ書にしめるようにした。

͢ࢦ教育Λͨ͠ʹޠͲΛओࢠ
ʙ教ࣨͷܠ৭ͦͷͷΛม͑ΔઓʹྟΉʙ

ෞ市は３年લ、中部地方でॳめてެ立の「学びの多様Խ学校」をઃ置。学習εذ

タイルを生ె自身がબͿ、生ెをओ語にした教育として具現Խした。ෆొ校のະ

然ࢭ、ૣ 期対策にも着手し、子どもの心身の健߁をαϙーτするアプϦを全市

立小・中学校に導入。子どものみに対Ԡできるようにしている。ࠓ後開校予定

の小中一貫の義務教育学校では、ҟ学年による学びの充実をਤる。ਫ教育長は、

「150年ؒ続いてきた日本の教室のܠ৭をมえたい」と意ࠐؾΉ。

શࠃの教育長はͲのΑ͏ͳࢹで教育施策を立Ҋしているのか。Ҭにີணした׆ಈ
を͏ߦϕωοセの֤ࣾࢧ長が教育長をインλϏϡーした記事を、教育૯߹ใサイト

でൃ৴している。͜͜では、ਆಸחݝ市、ذෞذݝෞ市、ࣛ児
ౡࣛݝ児ౡ市の教育長のインλϏϡーのμイδェストを紹介する。

ͰࣄهͷશฤΛͥͻ͝ཡ͍ͩ͘͞

各教育長の記事の全編は、
Σϒαイτで͝ཡいただけ
ます。それͧれの２次元コー
ドからアΫセεしてください。

μΠδΣετ

৽࿈ࡌ

ߴ
㆟ ㆉ ㆯ ㆗ ㇈ ㆄ ㆸ ㆂ

ҭڭ༸ฏڮ

ฉきख

෭ࣾࣥߦһ݉�
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教育長のさらͳるࢹはウェブ記事でご覧くださいˠ
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教育長のさらͳるࢹはウェブ記事でご覧くださいˠ
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　茨木市教育ҕ員会（ҎԼ、市教ҕ）
は、これからのࣾ会を生きる子どもた
ͪにඞཁな力として、「新しい価値を
する力」「ଟ༷な他者とつながり、
協働する力」といった、ςストでは
ଌりにくい力、いΘΏる非認知能力
を「茨木っ子力」としてࡦ定。そう
した力を育Ήための教育を༮ஓԂ、
อ育ॴ、小ɾ中学校、Ոఉ、Ҭで

࿈ܞしてల։している。
市教ҕが非認知能力の育成をܝげ

たのは、̑か年ܭըとして2�2�年
からਪ進する「茨木っ子ϓラϯ�ωク
スト �̑̌ 」に͓いてͩ。同ϓラϯでは、
子どもにඞཁな力を「学力の樹」と
して理（図̍）。そこでは、それま
でも同市が子どもに育Έたい力とし
て育成してきた、「Ώめ力（未来に向
かって、力できる力）」「自分力（自
分と向き߹い、ߴめる力）」「つなが
り力（他者を思いやり、つながる力）」
「学び力（ڵ味ɾؔ৺をげ、意ཉ的

に学Ϳ力）」の４つの力を、思ߟ力ɾ
அ力ɾදݱ力と教科の学力をࢧえ
る、言Θࠜにあたる非認知能力を
「茨木っ子力」とҐஔづけ、その育成
に一力をೖれることとした。
「茨木っ子力」のࡦ定にあたって
は、༮ஓԂɾอ育ॴɾ小学校ɾ中学
校の教職員と市教ҕが協議をॏね
た。そして、子どもが成長し、自
己࣮ݱを果たしていく過ఔで໘
する課題やࠔをりӽえていく
ための12の「目指す姿」（図２右）
を描き、それͧれを見औるルーϒ
Ϧοクをࡦ定。教職員やอޢ者、
Ҭの人ʑが、子どもを見औるࡍの目
҆として活用できるようにした。
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2008年度に࢝Ίた「学ྗ্プϥン」Ҏ߱のऔΓみのՌͱ課を
ཧし、「͜れからのࣾ会を生きるྗを育Ή」「ͱに学ͼ、ͱに育つ教
育をਐΊる」「֬かͳྗޠݴを育Ή」ͳͲの࠷ॏ߲目をઃఆ。ಛに、͜
れからのࣾ会を生きるྗͱして、ඇೝྗの育ਪਐする͜ͱͱした。

市ͱして育を目指すඇೝྗ「ҵͬ子ྗ」を策ఆ。ϧーブϦο
クͱͱに市の༮ஓԂ、อ育ॴ、খ・த学校にपした。また、ඇ
ೝྗの育に͋たͬてॏཁͱͳるৼΓฦΓのπーϧͱして、「ҵ
ͬ子ΩϟϦアύスϙート」ͱ「ҵͬ子いまະདྷखா」ˎ２をಋೖし、
શ校で׆༻する͜ͱͱした。

2020 年度から施ߦ

อ育ॴ、༮ஓԂ、খ学校、த学校

大阪府の北部に位置する。施行時特例市であり、大阪市や京都市へアΫセεし
やすいϕοドタンとして、人口が増加傾向にある。日本人でॳめてϊーϕル
文学を受した作Ո・߁成は、چ制中学校ଔ業まで現ࡏのҵ市で学んだ。
「一人もࣺݟてへん教育」のϏジョンの下、学力位を減らすことを目ඪに掲
げた200�年度からのऔりみˎ̍などで全国にられる。

人口��約 2�万6,000人
面積��76.49㎢
市立学校数 小学校 �2 校、中学校14 校
児童生徒数 小学生約15,500人、中学生約7,600人
教৬員数 約1,600人

త

༰

ࢪ࣮
ର

ˎ1　�『7*&821』教育委員会൛2016年 7PM.�でҵ市の学力向上に関する施策をհしている。IUUQT���WJFX�OFYU.CFOFTTF.KQ�WJFX@TFDUJPO�CLO�CPBSE�BSUJDMF041���
ˎ 2　元Ԭ山大学।教授の中山๕一ࢯのमを受けて、ϕωοセコーϙϨーションがఏڙする「ࠓະདྷ手ா」を基にҵ市バージョンを作成。

ະདྷʹඞཁͳʮඇೝྗʯΛ育ΉͨΊɺ
༮ɾอɾখɾதͰҰ؏ͨ͠ৼΓฦΓͷڥΛߏங

େࡕ Ἒࢢ教育ҕһձ
ҵڭࢢҭҕһձͰはɺ200�年度͔Βܧଓͯ͠ ֶ͖ͨྗɾମྗࡦࢪ্のՌͱ՝Λ౿·͑ɺ

2020年度 ʮʹҵͬࢠϓϥϯ�ωΫετ��0ʯΛࡦ定͠ɺ͔̑ 年ܭըͰऔΓΜͰ͍Δɻͦのத֩ͱͳΔの͕ɺ
ଞऀͱڠಇͯ͠ औΓΉྗɺࠔʹ͘ ͚ͣ͡Γӽ͑Δྗͱ͍ͬͨ ɺςετͰଌΓʹ͘ ͍ྗɺ͍ ΘΏΔඇೝྗのҭͩɻ

ҭڭ

Ԭా༞Ұ
͓かだ・Ώ͏いͪ

ҵ市教育委員会指導ओ事、
ҵ市立中学校校長等を経
て、2016 年 5月から現৬。

ҭ෦ڭߍֶ
ࣄࢀ�ҭਪਐ՝ڭߍֶ

େًெ
͓͓い ・͚てるのͿ

ެ立小学校教་、教育委員会指
導ओ事を経て、2022年から現৬。

育͍ͯͨࢠͲͷ࢟Λ
学校छΛ͑ͯٞ

ୈ ճ3
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子どもに非認知能力を育成するࡍ
には、「体験ˠ経験ˠ振り返りˠ学び」
の活動がॏཁであると、Ԭ田༞一教
育長は説明する。
　「非認知能力の育成にあたっては、
子ども自身が、茨木っ子力をどの
໘でٻめられたか、その時にどのよ
うにൃشできたかを内লし、『自分は
この力をもっと伸したい』と意識
できるようにすることがେです。
そこで本市では、子どもの振り返り

をଅ進する事ۀとして『茨木っ子Ωϟ
ϦΞύスϙート』と『茨木っ子いま
未来手帳』をಋೖしました」
　茨木っ子ΩϟϦΞύスϙートは、４
から中学̏年生までが活用。11ࣇࡀ
年間にΘたって、自分が体験したこと
を非認知能力の؍点からֆやจࣈで
振り返り（1.19図̏）、ઐ用のϑΝイ
ルにとじていく。非認知能力の育成
の؍点で茨木っ子ΩϟϦΞύスϙー
トは、ҟなる学校छの教員が子ども
の成長を࿈ଓ的に見कるためのࢿྉ
としてのׂも୲っている。
　茨木っ子ΩϟϦΞύスϙートが主

に学校行事などのಛผ活動の振り返
りのπールであるのにରして、日ʑ
のܧଓ的な振り返りのπールとして
能しているのが、茨木っ子いま未ػ
来手帳ͩ。同手帳は中学生にし、
日ɾिɾ݄୯Ґの目ඪや出来事のه
と、自身のスέδϡール理に活
用している。ঢ়گに応じた自己理
力を育Ήことがねらいͩという。
　「手帳を௨じた振り返りによって、
１日１日をやりっ์しにせͣ、࣍の
見௨しを持てるようになるため、非
認知能力のとなる、『メλ認知能
力』がߴまっていきます。また、自
己理能力を育Ήことで、生活の࣭
をߴめていくことにもつながります」
（Ԭ田教育長）

　市教ҕでは、2���年から̏年͝
とに学力向上ܭըをࡦ定し、成果の
とその結果に基づく新たなϓラূݕ
ϯを立Ҋしてきた。จ෦科学ল「全
、調ࠪ」の結果もگ学力ɾ学शঢ়ࠃ
小ɾ中学校ともに着࣮にվળする中
で、市教ҕが࣍のࡦࢪの伴としてվ
めて目したのが、同調ࠪでਖ਼
が��ˋ未ຬのࣇಐ生徒ͩった。学校
教育෦学校教育ਪ進課のେً

ㆦ㇋

ெ
ㆮㆶ

ࢀ
事は、࣍のように説明する。
　「ਖ਼��ˋ未ຬのࣇಐ生徒のঢ়
を分ੳすると、学校生活、༑人ؔگ
などに課題を๊えていڥ生活、
るέースがগなくないことが分かっ
てきました。そうした子どもにରし
ては、教科学力をߴめることにϑΥー
Χスするͩけでなく、そのࠜっこに
あたる非認知能力を育Ήことがॏཁ
ͩというߟえにվめてࢸりました」
　非認知能力をに、教科学力を
ؚΉこれからのࣾ会を生きる力を育
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※ҵ市教育委員会のఏڙ資料をそのまま掲ࡌ。

※ҵ市教育委員会のఏڙ資料
をそのまま掲ࡌ。

Ἒࢢʮ学ྗͷथ」ਤ̍

ʮἚͬྗࢠ」ͷ̐ͭͷྗͱ͢ࢦ��ͷ࢟ਤ̎

ඇೝྗͷ育ͷ伴ͱ͠ ͯɺ
ৼΓฦΓΛॏࢹ

教ҕϞσϧͷӡ༻͔Βࢢ
֤学校ओମͷॊೈͳӡ༻มԽ
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もうという「茨木っ子ϓラϯ�ωクス
ト �̑̌ 」のίϯηϓトは市長෦ہに
も理ղをಘられ、茨木っ子ΩϟϦΞ
ύスϙートと茨木っ子いま未来手帳
のಋೖのための༧ࢉ確อもԁに進
んͩ。振り返りのπールを市内共௨
にしたことで、学年ɾ学校間での指
ಋのらつきがղফされ、教員がҟ
動しても指ಋϊϋをੵできる
。がったڥ
ͩが、同ϓラϯの࣮ࢪॳ年はί

ϩφՒにあり、指ಋ主事の学校๚が
な中、非認知能力の育成を各学校ࠔ
にࠜづかせることは༰қではなかっ
た。そこで市教ҕは、小ɾ中学校それ
ͧれにϞσル校を指定し、そのऔり
組Έを他校にげていくことにした。
そうしてϞσル校の࣮ફを進める中
で、非認知能力の育成への校内のೲ
ಘ感をߴめるॏཁ性が見えてきた。
「当ॳは、市教ҕがࡦ定した『茨木っ
子力』の４つの力を各学校の教育目ඪ
としてそのまま活用してもらうߟえで
した。しかし、Ϟσル校の࣮ફを௨じ
て、自校の子どもにはどんな非認知能
力がඞཁなのかを、子どもの࣮ଶを最
もよく知る教員が議論することこそが
େ事であること、そしてその育成のた
めにはどんな教育活動を行うかのஅ
を各学校にҕねるඞཁ性を理ղしてい
きました」（େࢀ事）
　そうして、市が設定した「茨木っ
子力」の４つの力やそのルーϒϦο
クはあくまでߟࢀとし、各学校が子
どもの࣮ଶやҬのঢ়گなどに応じ
て、自校でେにしたい非認知能力
を設定するऔり組Έを進めてきた。
（1.20学校事ྫࢀর）。

　2�2�年は「茨木っ子ϓラϯ�ωク

スト �̑̌ 」のਪ進̑年
目をܴえ、同市の教員
間に非認知能力の育成
とそのための振り返り
のॏཁ性がप知されて
きた。それはԿよりも、
振り返りを௨じた子ど
もたͪのม༰を教員自
身が目のあたりにした
からͩろうと、Ԭ田教
育長はߟえている。
　「非認知能力はこれ
までも全ࠃの教員がେ
にしてきた子どもを
見औるための視点であ
り、ܾして新しいもの
ではないとࢲはߟえて
います。子どもの未来
を見௨した時、学校は
子どもにとって、自己
有用感をߴめることが
できるであるべきです。そして非
認知能力は教員にとって、値では
見えにくい子どものよさを見るため
のେなϨϯズͩと思っています。
学校、Ոఉ、Ҭが非認知能力とい
う視点で子どものよさを見औること
で、ෆొ校などの題のղܾにもよ
い影響を༩えるものとߟえています」
　今後の課題は、ϗームルーム活動

や学校行事の໘が中৺となってい
る振り返りを、教科のतۀでもੵۃ
的に行い、非認知能力の育成ととも
に教科学力のさらなる向上を࣮ݱす
ることͩ。それは同市の࣮ફが、「学
力の樹」のࠜと葉をݻڧにつなげる
ϑΣーズにೖったことをදしている
と言えるͩろう。
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※ҵ市教育委員会のఏڙ資料をそのまま掲ࡌ。

2008年度からܧଓしてきた学ྗ্プϥンがޭし、次の課を、「શ
。ԉのॆ࣮ͱしたࢧௐࠪ」の学ྗҐのگ学ྗ・学शঢ়ࠃ

学ྗҐの子Ͳのঢ়گをݟていくதで、ೝྗだ͚ではͳくඇ
ೝྗをҙࣝしたऔΓみがさらにඞཁだͱかͬた。

ඇೝྗは、มԽのେきͳࣾ会に͓いてଞऀͱڠಇし、৽しいՁを
るたΊに子Ͳにܽかせͳいྗだͱ、市長෦ہからڞ௨ཧ解をಘた。

市教委が育を目指すඇೝྗをઃఆし、育のたΊのπーϧを
උ・して2020年度から市にप。モσϧ校をத৺に࣮ફをਪਐ。

モσϧ校での࣮ફを౿ま͑、2021年度からは、市教委がઃఆしたඇ
ೝྗをߟࢀに、֤学校がࣗ校の࣮ଶに߹ͬたඇೝྗをઃఆし
ていくऔΓみをਐΊた。

՝

աఔ౼ݕ

લ४උࣄ

ࢪ࣮

ʮἚͬྗࢠ」Λ౿·͑ͨԂࣇͷৼΓฦΓਤ̏

教Պͷतۀʹؔ͢Δ
ৼΓฦΓͷॆ࣮
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育Λ͢ࢦඇೝྗΛ
ੜె࡞ͷΠϥετͰ校ʹप
　茨木市立東雲中学校では、「茨
木っ子力」の４つの力と目指す12
の姿を基に、同校の生徒会の生徒と
教員が自校で身につけたい力を議
論。「しのっ子力」として新たに９
つの力を設定した。しのっ子力は生
徒が描いたイラスト（図̐ࠨ）とと
もに校内に浸透し、教育活動の振り
返りに活用されている。
　「体育祭では、『協調性を意識して
他学年と協働しよう』などと、学校
行事や時期に応じて意識させたい
非認知能力を設定し、生徒に伝えて
います。また、各教科でも生徒に意
識させたい非認知能力を定めてい
ます」（田村博樹先生）
　また同校では、毎日の職員朝礼
で、その日に学校全体として意識し
たい非認知能力を田村先生がその
理由とともに説明している。
　「育成を目指すしのっ子力を教員
全員で共有して１日を始めるよう
にしたことで、生徒を軸にした組織
づくりが進んでいるように思いま
す」（平山望美教頭）
　生徒も毎朝、茨木っ子いま未来手
帳を活用して、前日の振り返りを行
うとともに（図̐右）、今日１日で
意識したいしのっ子力を選んで、該
当する色のシールを手帳に貼ってい
る。同校の教員は中学校区内の小学
校に出向き、中学校進学前の６年生
にも手帳を使った振り返りを体験

してもらい、中学校生活へのスムー
ズな移行につなげているという。

ʑͷৼΓฦΓͰ教һɺੜెʹ
ਁಁͨ͠ඇೝྗͷॏཁੑ
　同校では学校行事の後に、生徒会
の生徒が自主的に「どんな力が伸び
たか」を調べ、その結果を校内で報
告するなど、非認知能力の視点での
振り返りも定着している。
「教員間でも、しのっ子力の視点
で、『あの子、最近成長したね』な
どと生徒を褒める言葉が出やすく
なっていますし、その影響なのか、
生徒もいろいろなことに前向きで
す。今の日本は、子どもの自己肯定
感の向上が課題ですから、生徒には
自分の活動を振り返ることで、もっ
と自信を持ってほしいと思ってい
ます」（山田泰司校長）
　非認知能力の視点で自分の経験
にどんな意味や価値があったかを
確認できるようになった生徒は、他

者の過去の苦労や挫折も価値ある
ものと捉え、そうした経験を語るク
ラスメートの言葉にも真剣に耳を
傾けるようになっていると、田村先
生は感じている。茨木市が目指す
「一人も見捨てへん教育」は、同校
の生徒の中に確かに息づいている。
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※東Ӣ中学校のఏڙ資料をそのまま掲ࡌ。

ඇೝ ʮྗ͠ͷͬྗࢠ」ͷࢹͰ
Λ育ΉײఆߠݾऔΓɺࣗݟͲΛࢠ
େࡕ Ἒཱࢢ౦

㆗ ㆮ ㆮ ㇁

Ӣத学校
ߍ

࢘ହాࢁ
まだ・ͻΖし

同校にෝして１年目。

಄ڭ

ฏࢁඒ
ͻらま・のͧみ

同校にෝして２年目。

֬かͳֶͼΛ͙͘Ή
Γਪਐ୲ͮ͘ߍֶ

ాଜതथ
たΉら・ͻΖき

同校にෝして５年目。

育Λ͢ࢦඇೝ ʮྗ͠ͷͬྗࢠ」ͱʮἚ͍ͬࢠ·ະདྷखா」ͰͷৼΓฦΓਤ̐
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成績上ʹは学習ͷʮ࣭ʯ͕ॏཁ
　現行の学習指導要ྖでは、20�0年の

ࣾ会をݟਾえ、มԽのܹしい時代を生

きる子どもたちに必要な資࣭・力を３

つのபで理している。その下で学習に

औりんできた児ಐ生ెの成績と学習

状況の関をݟるため、202�年̓ʙ９

月に小学４ʙ̒年生と中学生に実施した

調査結果を༻いて分析した。

　まず着目したのは、「成績」と「学習

方法」「学習時ؒ」「学習意ཉ」の関連

だ（図̍）。小学４ʙ̒年生・中学生と
もに「成績」と࠷も૬関がڧかったのは

「学習方法」で、次に૬関がڧかったの

は「学習意ཉ」だった。࠷も૬関がऑ

かったのが小学４ʙ̒年生・中学生とも

に、「学習時ؒ」だった。成績の向上には、

「学習意ཉ」や「学習方法」など、学習

の࣭がॏ要であると考えられる。

　次に、「学習方法」「学習時ؒ」「学習

意ཉ」の関連をݟると、小学４ʙ̒年生・

中学生ともに、「学習方法」と「学習意ཉ」

のؒにはڧい૬関があることが分かっ

た。「学習意ཉ」が高い΄ど上手な「学

習方法」が分かり、「学習方法」が分かっ

ている΄ど「学習意ཉ」が高いとݴえる。

　0&$%生ెの学習౸ୡ度調査（1*4"）

や文部科学省「全国学力・学習状況調査」

の結果から、日本の子どもはコロφՒ後

も高い学力を維持しているものの、学習

時ؒはঃ々に減少していることが分かっ

ている。しかし、ࠓճのデータが示す通

り、学力向上にとってॏ要なのは学習の

ྔよりも࣭であることを踏まえれば、学

習時ؒの減少を൵؍的に捉えず、学習

の࣭を高めるためにԿをすべきかに目を

向けていく必要があるとݴえるだろう。
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図̍ 子どもの成績と学習方法・学習ؒ࣌・学習ҙཉとの関࿈（学校段階別）
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子どもの成績上に
関࿈するものはԿか
ࢿの学श指ಋཁྖでは、育を目指すߦݱ ・࣭ྗͱして、「ࣝٴͼٕ」「ྗߟࢥ、அྗ、
දྗݱ」「学ͼにか͏ྗ、人ؒੑ」の̏つのபがཧされた。ͦの下で学んできた子
Ͳのͱ学शํ๏・ؒ࣌・ҙཉのؔをੳし、学ྗ্のώントを୳ͬていく。

「成績」には、「学習ؒ࣌」Αりも「学習方法」が強く関࿈�

B e n e s s e

R e p o r t

ୈ 25 ճ

デ ータで
教 育を ಡ Ή

注１）数は૬関数。ʵ1ʙ1のؒの数をとり、１にۙい΄ど、ڧいਖ਼の૬関があることを意ຯする。
注２）「学習方法」は「上手なษڧのしかたがわからない」、「学習意ཉ」は「ษڧしようというؾ持ちがわかない」に対して、
「とてもあてはまる（�1）」ʙ「まったくあてはまらない（�4）」とした。「学習時ؒ」は学校の॓、Ոఉ学習、学習
क़の１日あたりの時ؒの߹計（分）。学校の「成績」は各教科の成績（5段階の自ݾධՁ）を߹算しฏۉとしたもの。
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成績上位層は自律的な動機づけで学習
　では、どんな理༝でษڧすることが

成績と関連しているのかݟてみよう（図
2）。成績上位と下位でࠩが大きかっ
た߲目は、小学４ʙ̒年生・中学生とも

に、「৽しいことをるのがうれしいか

ら」「༑だちにෛけたくないから」「自分

のرする高校や大学に進みたいから」

だった。中学生では、高校入ࢼが߇えて

いるからか、ߠ定率が࠷も高かった߲目

は「自分のرする高校や大学に進み

たいから」だった。成績上位では、自

分の意思で学Ϳ自的動ػづけで学習

していることがݟてऔれる。

　一方、成績下位は上位とൺべて、

「先生やにしかられたくないから」が多

い。ଞ者のコンτロール下で学Ϳଞ的

動ػづけがڧいようだ。

自己調整して学ぶ成績上位層
次に、学習方法と成績との関連をݟ

ていく（図3）。成績上位と下位で
定率のࠩが大きかった߲目のうち、小ߠ

学４ʙ̒年生・中学生にڞ通するのは、

「Կがわかっていないか確かめながらษ

のやり方をڧする」「自分に߹ったษڧ

する」の２つだった。成績上位で

は、ϝタ認力をಇかせ、自分で学習

を調してऔりんでいる様子がうかが

える。また、中学生では、「テετでؒ

ҧえたをやりす」も、ߠ定率のࠩ

が大きかった。

　これらのデータを踏まえると、よい成

績を上げている児ಐ生ెは、自らの意思

で学び、学習方法を調するといった࣭

の高い学習をしているとݴえる。学校に

は、それらを意ࣝした授業づくりや児ಐ

生ెへのಇきかけが求められるだろう。
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図２ 勉強する理由（学校段階、成績別）

図３ 勉強する方法（学校段階、成績別）
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データ解説

ベネッセ教育総合研究所
主任研究員

岡部悟志 おかべ・さとし 

本調査のほか、乳幼児とその父母を対象としたパネル調査
（縦断調査）にもかかわる。中でも、子どもから大人への
移行段階にある青年期の発達・成長プロセスに関心を持
ち、研究を進めている。

　　　「子どもの生活と学びに関する親子調査 2023」
東京大学ࣾ会科学研究所とϕωοセ教育૯߹研究所がڞ同で立ち上げた「子ども
の生活と学び」研究プロジΣΫτによる調査。小学1年生から高校�年生までの
子約2万を対象として、2015年より毎年実施。202�年は、7ʙ9月に行っ
た。子どもの成長のプロセεとそれにӨڹを与える要因を明らかにしている。

◎詳細は下記ウェブサイトをご覧ください。

https://benesse.jp/berd/shotouchutou/research/
detail_5929.html

出典

成績上位層ほど自律的な動機を持ち、自己調整しながら学習に取り組んでいる2

注１）ਤ２は「とてもあてはまるʴまああてはまる」のˋ、ਤ３は「よくするʴときどきする」のˋ。　
注２）成績別ɿ各教科の成績（５段階の自ݾධՁ）を߹算したものを３等分し、上からॱに、上位・中位・下位とした。
ここでは、中位をআいて表示（ਤ２・３ڞ通）。　
注３）成績上位と下位でߠ定率のࠩが大きかった上位３߲目にϙインτࠩを示している（ਤ２・３ڞ通）。
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ϲ㟒ށ ۈ
ͱがさき・つͱΉ

ݝۄ࡛
ҭҕһձڭࢢాށ

ҭڭ

ԕ౻༸࿏
͑んͲ͏・ͻΖみͪ

ݝຊ۽
ҭҕһձڭࢢຊ۽

ҭڭ

ాٱ 学
Θくた・まͳͿ

ެӹࣾஂ๏ਓ
ॴڀݚͲのൃୡՊֶࢠ
ॴɾओ੮ڀݚһ

教育長ۈϲށ　田市教育委員会ށ˕
を通じܞ学連࢈。ϲ教育長はまず、同市の教育改革の全体૾をઆ明ށ　

て、࢈学それͧれが持つ研究成果やใなどを活༻しながら認力・ඇ

認力の育成をਤっていると語った。同市の予算のうち約16ˋが教育අだ

が、児ಐ生ె数のٸ増による教室ෆや校ࣷのٺԽへの対Ԡといったϋード

໘のඅ༻がその大をめ、ιϑτ໘に予算がかけられない状況を明かした。

ෆొ校児ಐ生ెへの支援に関する施策は、ओに４つについて予算ֹを示しな

がらઆ明した（図̍）。中でも教室にډづらい子どものډ所としてઃけた「ͺ
れっとルーϜ」は、小学校３校でࢼ行したところ、ෳ数年にわたってෆొ校だっ

た児ಐのొ校につながるなどのޮ果がすぐにݟられたため、年度్中で補ਖ਼

予算をみ、市内全小学校への年度内導入を実現。児ಐが୲以外の教৬員と話すػ会が増え、ෆొ校児ಐへの৫的な支援

のػܖとなった。そうした成果もあったことから、同施策の必要ੑをࡒ政ہにઆ明しやすかったと語った。

2024 年度の 教育委員会൛ Vol.1のൃޙץに、ಛूのテーϚで͋る「ෆొ校児童生徒のࢧԉ」について、Ͳの
Α͏ͳ施策がޮՌతͳのか、施策の࣮ߦにඞཁͳ༧ࢉをͲのΑ͏に֬อするのかͱいͬたで、誌面で紹介した࣏ࣗମの教
育長༗ࣝऀがޠΓ߹ͬた。શࠃから60人の教育長ٴͼ教育委員会ؔऀがࢀ加したಉ࠲ஊ会をϦϙートする。

ෆొ校ࣇಐੜె
҆৺ͯ͠ 学ΔΛΔʹʁ
─༧ࢉ໘ؚΊͨऔΓΈͷྫࣄΛ͑ߟʹجΔ─

ΦϯϥΠϯ࠲ஊձɹ։࠵Ϧϙʔτ

開
催
概
要

登
壇
者

খଜढ़ฏ
͜Ήら・しΎんい

ϕωοセڭҭ૯߹ڀݚॴ
ҭΠϊϕーγϣンڭ
センλー

ϞσϨʔλʔ

教育ҕһձ൛ 2024 Vol.1ɹಛू࿈ಈاը

࣌ ����݄̓�� ʢʣ����� ʙ�����ɹࢀՃରऀ 教育ͳͲɹࣜܗ ΦϯϥΠϯɹࢀՃඅ ແྉ
ϓϩάϥϜ w 教育ҕһձ൛ 7PM��ɾಛूͷհ 
 w̎ͭͷ࣏ࣗମʢࢢాށ教育ҕһձʗ۽ຊࢢ教育ҕһձʣͷྫࣄհ

ʙ֤ࡦࢪͷޮՌɺ༧ࢉͷͳͲ
 w ύωϧσΟεΧογϣϯʮෆొ校ࣇಐੜె҆৺ͯ͠学ΔΛͲ͏Δ͔」

̎ͭͷ࣏ࣗମʢࢢాށ教育ҕһձʗ۽ຊࢢ教育ҕһձʣͷྫࣄհʙ֤ࡦࢪͷޮՌɺ༧ࢉͷͳͲ

ຊ誌 7PM��ΣϒͰ
͝ཡ͍͚ͨͩ· ʂ͢

特集「ෆొ校児ಐ生ెも҆
心して学べるを創る」の記
事は、教育૯߹ใαイτ

で͝ཡいた
だけます。ӈ
の２次元コード
からアΫセεし
てください。

教育委員会版 2024 Vol.223

図̍　ށ田市のށϲ教育長は、多様な学びのを୲
保する施策について、それにる予算ֹも示してઆ明。



CMYK  1132267_VIEW next 教育委員会版 Vol.2_ 

1

校 _安田<12�>　CMYK  1132267_VIEW next 教育委員会版 Vol.2_ 

1

校 _安田<123>　

本市教育委員会　ԕ౻༸࿏教育長۽˕
　ԕ౻教育長は、同市ではෆొ校にݶらず、පؾや経済的理༝などもؚめた長

期ܽ੮児ಐ生ెに対する支援をߨじているとઆ明。学校・学校外・Φンϥイン・

別と、児ಐ生ె一人ͻとりの状況に対Ԡできるॏ的な施策を示した。そのݸ

うち、ࣾ会とつながっていない子どもを減らすために࢝めた、Φンϥイン学習

「ϑϨンドϦーΦンϥイン」は、長期ܽ੮児ಐ生ెの約1ׂにあたる約400人が

ར༻。ར༻者へのアンέーτでは、約9ׂが「ຬ」とճし、生活習׳・҆心

�か月後に向上した࢝がར༻開ײ学習意ཉ・コϛϡχέーション・自ଚ・ײ

といった成果も得られたとઆ明した。同市の長期ܽ੮児ಐ生ె支援策の予算は

年々増加しているが、それでもෆొ校対策αϙーターの配置は中学校２校あたり１人にとどまっている。৽規事業の立ち上げ

のࡍには、国の交ۚや委ୗ事業を活༻する΄か（図２）、施策をੵۃ的に発৴し、市ຽからの理ղにつなげているという。

　ύωルディεΧοションは、ϕωοセ教育૯߹研究所の小ଜढ़ฏ教育イϊϕーションセンター長による進行の下、行われた。

まず、ެӹࣾ団法人子どもの発ୡ科学研究所のٱ田学所長が、ށ田市と۽本市の事例հを踏まえて、「学びのબࢶがか

なり増えていることを実ײした。子どもと支援策とのϚονンάがॏ要になるが、それはどう行っているのか」と、྆教育長

に࣭した。ށϲ教育長は、έーε会ٞをॏࢹしているとճ。「୲１人だけでなく、学校がνーϜとして૯力を結集し

て子どもの՝に向き߹うことが、よりదな支援につながると考える」と語った。ԕ౻教育長は、「୭かがϚονンάする

というよりも、子ども自身が自分に߹っているとײじられることが大だ。まずは子どもが体ݧして、よかったら本֨的に進

める方法を本市では࠾っている」とճした。

　続いて小ଜが、事લにࢀ加者からืった࣭の１つとして、「予算や人ࡐがݶられる中、どこから着手するのがޮ果的か」

といかけた。ށϲ教育長は、これまでの実ફを踏まえて、「小学校段階からの支援がよりޮ果的」とճ。「ͺれっとルー

Ϝは子どもが心を充ిする所となり、ෆొ校の予につながっている」と続けた。一方、ԕ౻教育長は、「৽たな予算を必

要としない方法をまずは考える。ϑϨンドϦーΦンϥインは࠶༻教員を充てることで、人݅අを加することなく࢝めるこ

とができた」とճした。ا業からの人ࡐや教ࡐなどのແঈఏڙ、国や県からの交ۚなどを活༻してऔりみを࢝め、成果

が出たらࡒ政ہに予算要求を行い、事業を継続させるという。予算に関連して、「ࡒ政ہに成果やΤϏデンεをどう示してい

るか」と小ଜがうと、ށϲ教育長は、「ٞ会や首長部ࡒ、ہ政ہなどに学校をݟてもらうようにしている。『予算をか

けずにこれだけの成果を出している。より大きな成果を出すためには予算が必要だ』と訴えている」とճ。ԕ౻教育長は、「子

どもを持つٞ員もいる。そのٞ員が実ײしている施策の成果をଞのٞ員に広めてもらうのも１つの方法だ」とճした。ΤϏ

デンεの示し方については、「例えば、ෆొ校対策αϙーターがࡏ੶する学校とࡏ੶しない学校とのҧいをઆ明する。成果を

を語った。小ଜは２人のճを踏まえ、「成果のઆ明にはΤピιードとΤϏデンݧが大事」と、自身の経える形で示すݟ

εの྆方が必要」とまとめた。

ݧϲ教育長は、「学校は多様な人とかかわる中で、様々な経ށ。後の学校のあり方について、各自が考えをड़べたࠓ、後に࠷　

を通して生きる力をཆう。すべての子どもにとってָしいこと、やりたいことがたくさんあり、̓ 心して学べる所にしたい」

と語り、ԕ౻教育長は、「学校は教育のであると同時に、子どものډ所というࢱ的ػも持つ。それを踏まえて学校のあ

り方をݟし、学校づくりをしていきたい」と語った。ٱ田所長は、自身が行った調査結果を踏まえて、「いじめや発ୡো

の΄かに、制や校ଇ、行事などの学校文Խになじめない子どもや、授業についていけないなど、学習にෆ҆のある子どもは、

ෆొ校のϦεΫが高まる。୭もが҆心して学校に通えるڥづくりを行うことは、ෆొ校の予として大ม有ޮだ」とड़べた。

● 行政が何に集中して実行すれば結果が早く出るのかが鮮明になった。
● 不登校児童生徒への支援は、社会全体の課題として、福祉などの関係機関との連携も含め、首長部局

と一緒に取り組むことが必要なのだと再認識した。
● 予算交渉など、現実的な課題の取り組み方について共感した。
● 財政局と丁寧に折衝することが必要だと分かった。また、費用対効果の面からも、不登校の未然防止

と早期発見・支援に力を注ぐ重要性を実感した。

Ճͨ͠ࢀ
教育ͷ

ύωϧσΟεΧογϣϯʮෆొ校ࣇಐੜె҆৺ͯ͠ 学ΔΛͲ͏Δ͔」
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図２　۽本市のԕ౻教育長は、交ۚや委ୗ事業につ
いて、交ֹとその༻్を示した。



˔学校規の大小にかかわらず、ෆొ校の児ಐ生ెへのద
なかかわりや指導・支援のあり方は、教員にとって大き
な՝です。特集をಡみ、ෆొ校の児ಐ生ెが҆心して学
べるとして、Φンϥインをؚめたډ所づくりが必ਢで
あるとײじました。予算ા置をつのではなく、ࠓのڥ
でできることからऔりんでいきたいと思います。（Ѫඤݝ）

˔特集の施策ৄղでは文部科学省のଜ健ೋ生ె指導室長
がෆొ校対策「$0$0-0プϥン」のͶらいや内༰、展
をઆ明しており、同プϥンへの理ղがਂまりました。「学
校෩をݟえるԽし、୭もが通いたくなる学校」の実現に
は、教育委員会の支援とともに校長の力がわれます。
校長が理৬として教員にಇきかけて、児ಐ生ెへの支援
をਁಁさせることがॏ要だと考えました。　　　　（৽ׁݝ）

˔特集のެӹࣾ団法人子どもの発ୡ科学研究所のٱ田学
所長によるղઆでは、教員と児ಐ生ె・保護者とのؒにෆ
ొ校の要因のղऍにずれがあると指ఠされていました。教
員はෆొ校の要因を༑人関やՈఉ内のと捉える傾向
がありますが、教員自身が要因になっていないかも振りฦ
る必要があるとײじました。ٱ田所長がఏ示した具体策
を、勤務校でも具現Խしたいと思います。　　　（ฌݝݿ）

˔特集の東京都ീԦ子市教育委員会の事例をಡみ、子ども
の「学校෮ؼ」よりも「ࣾ会とつながる」ことを༏先する
を༏「ؼ学校෮」じました。学校はײがૉらしいと࢟
先させてしまう傾向がありますが、「学校෮ؼがその子の
ためになる」という考え方は、必ずしもਖ਼ղではないのだ
と思いました。　　　　　　　　　　　　　　　　（࣎լݝ）

˔海外には教室にιϑΝーがあり、つらい時にそこでܜٳ
できる学校があると聞きました。ෆొ校の児ಐ生ెにݶら
ず、どんな児ಐ生ెにも大人にもつらい時はあります。特
集の埼玉県ށ田市教育委員会の事例をಡみ、同市の全市立

小学校に校内αϙーτルーϜ「ͺれっとルーϜ」をઃ置し
たのは、ૉらしいऔりみだと思いました。　　（େࡕ）

˔連ࡌ「-FBEFSʟT�7JFX」の山形県山形市の記事では、学
校と行政が一体となり、教育を通してまちの人ࡐを育成す
るというࢹがҹ象にりました。地域と一体となった持
続Մなまちづくりに向けて、ध要とڅڙのバϥンεがऔ
れた॥シεテϜになれば、文Խとして定着していくとײ
じました。　　　　　　　 　　　　　　　　　　（ઍ༿ݝ）

˔連ࡌ「教委の৽規事業実現までのετーϦー」の記事を
ಡみ、大分県ۢचொの「ۢचொジϡχア *$5Ϧーμー事業」
に関心を持ちました。まちのັ力を発৴しながら、まちの
՝にا業と一ॹにऔりみ、アイデアを創出する活動は、
中学生の意ཉを高めます。教育委員会とا業のׂ分୲や、
中学生に責を持たせる発想にܹを受けました。ࠓ後、
औࡐし、අ༻対ޮ果を本ࢽでհして΄しいです。

（ࣛ児ౡݝ）

˔連ࡌ「データで教育をಡΉ」をಡみ、コロφՒを経て、
子どもの学習意ཉや保護者の意ࣝにมԽが表れた理༝を考
えました。日本が1*4"2022において３分とも成績を
ऩめたഎܠには、コロφՒによる学校のٳ業期ؒがॾ外国
よりく、教員が *$5の活༻もؚめてをॏͶた結果だ
とධՁされていました。学校には、学力だけでなく、そう
した心と生活を支える教育も必要だと思いました。　（ذෞݝ）

˔シティプロモーションは教育と関連がਂいと思います
が、教育施策の成果を上げるための手立てやその成果のア
ピール方法など、多くの՝があります。৽連ࡌ「教育ʷ
シティプロモーション 先進事例հ」の記事をಡみ、そ
れらの՝をりӽえ、移住者を増やしているѪඤ県西条
市のऔりみに大ม興ຯを持ちました。同市のような市区
ொଜをさらにりたいと思いました。　　　　　　（ౡݝ）

※次߸7PM.３の発ץは、2025年３月を予定しています。
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小ࢽを୲当するલ、全国の高校のアセεϝンτ分析に長くかかわ

りました。県全体で結果を分析するࡍには、各学校の校長先生の

ঝを得てからテετデータをऔりまとめて分析しました。それ

に対して、義務教育段階のアセεϝンτ分析はඇ常にεϜーζで

す。アセεϝンτデータを教育委員会が持っていますし、市区ொ

ଜのデータと自校のデータをൺֱしながら分析ができます。高校か

らݟるととてもうらやましいڥにあると思いました。（ᜊ౻）
�#FOFTTF�$PSQPSBUJPO�2024

ൃ ߦ 人 田ଜོݑ
ฤ ू 人 ദ ਸ
ൃ ߦ ॴ（ג）ϕωοセコーϙϨーション

学校Χンύχー
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ॳޫ山Ϗル
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ྗֶ Λ্نఆ͠ ͨྫͰ༧ࢉΛ֬อ͠ɺࡦࢪͷܧଓੑΛߴΊΔ
　大阪府のある市の政策アドバイザーを務めていた時、府内の自治体を対象に、人口増

加の要因について調べました。その結果、人口が増加した自治体はいずれも学力が高い

ことが分かりました。また、東京都の市と埼玉県を対象に、人口の増減率と文部科学省「全

国学力・学習状況調査」の結果との関連を分析すると、同調査の成績が高い自治体で

は人口が増加していました。

　学力が高いから人が集まるのか、人が集まるから学力が高まるのかは定かではありま

せん。ただ、様々な自治体の政策アドバイザーを務める中で、「乳幼児期の子育て支援

を手厚く行い、子育て世代の移住者を獲得しても、小学校入学段階で学力がより高い自

治体に流出してしまう」といった話をよく聞きます。そうしたことから、教育の中でも

学力向上は、シティプロモーションの有力なコンテンツの１つになると考えています。

　学力向上を訴求する上で着目したいのが条例です。学力向上を規定した条例は、関連

する施策の予算を獲得する法的根拠となり、首長が交代しても施策を継続する後ろ盾

となります。教育に関する条例は全国にありますが、学力向上を明記した条例は少なく、

私が調べた範囲では北海道釧路市や大阪府池田市にありました。

　池田市は、2016年度に「教育日本一」を掲げ、「豊かな心、確かな学力及び健やか

な身体を育み、世界に羽ばたく子どもを育てる教育日本一のまち池田条例」を制定し

ました。その中で、「豊かな心」と「確かな学力」を具体的に定義し、市長や教育委員会、

学校、保護者、地域の団体等の責務を明確にして、条例に基づいた多様な施策を実施

しています。全国的に人口減少が加速する中で、条例が施行された2016年以降、池田

市の人口は維持傾向にあります（下図）。条例を制定したことで実現した学力向上施策
が、多少なりとも人口維持に寄与しているのではないかと分析しています。

　元々教育に力を入れていた本市は、2016年度、当時の市長の下、「教育日本一」を明確に打

ち出し、その意思表示として条例を制定しました。以降、通常の教育予算に「教育日本一の予

算」として約5,000万円以上を毎年計上し、小・中学校への指導者派遣や幼稚園での特別支

援教育の補助、小学校英語専科教員の配置、デジタル黒板の配備など、その年度に必要な事業

を実施しています。条例は施策を立案するよりどころになっており、2024年に策定した「第２

次池田市教育振興基本計画」でも、条例に示した理念を踏まえて基本構想を練っていきました。

そうした充実した施策を通じて、市内外に「教育日本一」をアピールできていると捉えています。

牧瀬先生が教育×シティプロモーション
について解説した記事が、本誌 2023 年
度 Vol.2 に掲載されてい
ます。右記の２次元コード、
または下記 URL からアク
セスしてご覧ください。
https://view-next.benesse.jp/view_
section/bkn-board/article16035/

池田市の「教育日本一」を目指
す施策をウェブサイトでご紹介
しています。右記
の２次元コードか
らアクセスしてく
ださい。

日本都市センター研究室、地域開発研究
所研究部等を経て、2017年度から同大
学勤務。専門は自治体政策学、地域創生、
地域政策、行政学。全国各地のまちづくり
や政策形成にアドバイザーとしてかかわ
る。著書に、『牧瀬流まちづくり すぐに使
える成功への秘訣』（経済調査会）等多数。

ղઆऀ

年 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

人口
（人） 103,972 103,319 103,148 102,964 102,625 102,671 103,077 103,556 103,655 103,613 103,712

指数 100 99.4 99.2 99.0 98.7 98.7 99.1 99.6 99.7 99.7 99.7

対前年
増加率 -0.63% -0.17% -0.18% -0.33% 0.04% 0.40% 0.46% 0.10% -0.04% 0.10%

指数は、2010 年を基準（100）として示した。
※牧瀬教授が池田市の人口統計からまとめた資料を基に編集部で作成。

図 ాࢢͷਓޱਪҠ（条例の制定は 2016 年度）

関東学院大学
法学部
地域創生学科 教授

牧瀬 稔
まきせ・みのる

ాࢢ ֓ཁ

大阪府の北西部に位置する。市の北部は
五
さつ き

月山
やま

などの豊かな自然が広がる一方、
南部は交通の便のよさから住宅街として
発展。市内には大阪教育大学の附属学校
があり、府内でも文教地区として教育に
注力している。2004年３月に構造改革
特別区域計画の認定を受け、全国に先駆
けて市立小学校の全学年に、教科として
の英語活動を導入。2014 年度からは、
中学校区によって５つの学園に分け、各
学園内で小中一貫教育を推進している。

人口 約10万 2,640人　面積 22.14㎢
市立学校数 小学校９校、中学校４校、
義務教育学校１校
児童生徒数 小学生 4,966 人、中学生
2,492 人

ྫͰنఆ͠ ͯ͠؏ҭཧ೦ΛҰڭͨ өʹࡦࢪ
池田市教育委員会 教育政策課 課長 和

い ず み

泉綾子さん

ୈ２ճ ྗֶ Λ্نఆ͠ ͨྫ େࡕాࢢ

ΠϯλϏϡʔాࢢ

先進事例紹介牧瀬先生解説

池田市
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「教育委員会版バックナンバー」
のコーナーでは、

教育委員会版の
電子ブック、ＰＤＦを掲載中

˕本ࢽに加え、『7*&821』教育委員
会൛のバοΫφンバーも、ి子ϒοΫ
または̥̙ ̛で͝ཡいただけます。
「̞教育委員会൛バο
Ϋφンバー」のτοプϖー
ジには、ӈの２次元コー
ドからアΫセεできます。

「ウェブオリジナル記事」
コーナーでは

のマークのある記事の関連記事
や動画をご覧いただけます

˕関連記事や動画は、本ࢽの֘当
ϖージに記ࡌしているそれͧれのアΫ
セε方法で͝ཡください。
「̞ΣϒΦϦジφル記
事」のτοプϖージには、
ӈの２次元コードからア
Ϋセεできます。

ˎ本文中のプロϑィールは、すべてऔࡐ時のも
のです。また、ܟশུとさせていただきます。

ˎ本ࢽ記ࡌの記事、ࣸਅのແஅෳࣸ、ෳ及び
సࡌをېじます。
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特集

教育長の視点〜その先にあるもの〜 ダイジェスト　

牧瀬先生解説 教育×シティプロモーション 先進事例紹介　

教員の指導意欲を高め、学力向上を実現する

Ξηεϝϯτσʔλͷ
རࢧ༺׆ԉ

3 有識者提言

	 	 データに基づく教育活動の質向上で、
	 	 社会に求められる学力の育成を
	 	 千葉大学 名誉教授 天笠 茂

6 事例の注目ポイント

	 	 アセスメントデータ利活用の支援策とは？
	 	 研修とフォーマットの工夫で教員の指導意欲を高める

7 事例1 長野県 飯田市教育委員会
	 	 データの分析手法を実践的に学ぶ機会を設け、
	 	 各学校の研究主任による授業改善を後押し
10 事例2 三重県 四日市市教育委員会
	 	 「読解力を育む『20の観点』」で育成方針を示し、
	 	 ワークシートやアセスメントで現場を支援
13 事例3 長野県 長野市教育委員会
	 	 教員のセルフチェックと英語の技能別アセスメントデータの
	 	 活用で、英語の授業を魅力アップ

神奈川県 鎌倉市	／	岐阜県 岐阜市	／	
	 	 	鹿児島県 鹿児島市

学力向上を規定した条例×大阪府池田市

21 Benesse Report データで教育を読む

子どもの成績向上に関連するものは何か

https://
view-next.benesse.jp/

VIEW next ONLINE 検索

にも教育情報が満載！

上記のいずれかの方法で、
トップページにアクセスした後、

「学校教育情報誌 『VIEW next』」の
メニューからプルダウンで、

２つのコーナーにアクセスできます

17 教委の新規事業実現までのストーリー　

大阪府 茨木市教育委員会
	 	 未来に必要な「非認知能力」を育むため、
	 	 幼・保・小・中で一貫した振り返りの環境を構築

表紙の学校

教育委員会൛

23 教育委員会版 2024 Vol.1 特集連動企画 オンライン座談会開催リポート

不登校児童生徒も安心して学べる場を創るには？
	 	 ─予算面も含めた取り組みの事例を基に考える─

新連載

教育委員会版 2024 Vol.21
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